
鯨
鯉叢論

灘鰐
叢

號 一 篇 巻 穴 →}詮

行 鞍 ロ ー 月 一 年 二 十 正 大

新
鹸
剰
債
値
謹
及
肚
會
階
級
協
和
論

、
粗
粉
配
分
継

公
益
逆
比
の
原
則

個
人
と
團
艦
と
の
關
係

勢
喝
肚
會
改
造
哲
思
丁
祉
會
連
帯
思
想

マ
ル
ク
ス
的
階
一散
撫
…念

物
債
調
節
掛
米
債
調
節
問
題

・

資
本
論
中
城
伽
の
各
種
版
本
昧
礁
異
同
窃

.・

今
後
の
植
民
政
策
の
基
準

農
業
螢
働
自
治
組
合
制

・

瞥
業
税
政
正
論

・

・

物
慣
問
題
の
統
計
的
研
究

渋
墨
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

、文
學
博
士

文
學
構
士

法
學
博
士

渋
墨
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

法
學
博
士

注

學

士

田

島

錦

治

耐

戸

正

雄

財

部

静

治

米

田
庄

太
郎

高

田

保

馬

戸

田

海

市

河

上

肇

山
本

美
越
乃

河

田

嗣

郎

小
川
郷

太
郎

汐

見

三

郎



「

サ

ン

、

ヲ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
嘩
及

び
肚
會
連
帯
思
想

箪
+
六
巻

〔第

一
號

五
入
)

五
八

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
社
倉
改
造
哲
學
及

び
肚
會
連
帯
思
想

米

田

庄

太

.
郎

ラー
サ

ソ
、

シ

モ

ン
の
.就
會

學

の
概

念

及

び
彼

の
畢
説

の

一
般

的
方

針

蚊一
一サ

ン
、

γ

モ

ン
の
田
心相
脚
宙
伽仙門
縣
出市
価
禰飢
.

耳…ニ
サ

ン
、

γ

モ

ン
の
経
済

由砦
的
庶
出巾
偏
.曲観

四

サ

ン
ー

γ

モ

ン
の
常

代

肚
會

思

想
批

判

噛

五
サ

ン
、

y

モ

ン
の
冠
雪

主

義

の
山

猿
鮎

炉

ン
・
シ
モ
あ

書

意

及
び
其
の
舞

の
政
策
的
方
針

一般

さ
き
に
本
雑
誌
上
に
公
に
せ
る
拙
稿
「
傳
統
派

の
砒
會
連
帯
思
想
」
の
中

に
述

べ
し
如
く
、
近
代
佛
蘭
西

に
於

け
る
肚
會
連
帯
思
想
の
始
源
は
、傅
統
涯
の
愈
會
哲
學

に
於
て
求

め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
、
そ
う
し
.て
同
派

の
肚
會
思
想
の
影
響
を
受
け
て
、
先
づ
肚
會
連
帯
思
想
を
科
學
的

に
展
開
せ
ん
こ
し
た
の
は
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト
、
コ

ヘ

ソ
ト
で
め

る
。
併

し

コ
ン
ト
の
耐
會
哲
學

は

サ

ソ
、
シ
モ
ン
の
思
想
を
承

け
て
之
を
大
成

し

た
も

の
で
、
實

に

コ
.

ソ
ト
の
肚

曾
哲
學
は

サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
計
叢

を
詳

細

に
實
現

し
た
も

の
に
過
ぎ
な

い
`
、
考

へ
る
人

々

さ

へ
あ

る
の
で
あ

る
。

さ
れ
ば

コ
ン
ト
の
肚
會
哲
學
及

び
孔肌
會
【連
帯
思
想
を
、
歴
史
的

に
理
解
す

る
鍋
め

に
は
、
書

入
は

先

づ

ナ

ソ
、

シ
モ
ン
の
肚

曾
哲
學
を
研
究

し
て
置

か
ね
ば
な
ら

漁
。
更

に
サ

ン
、

シ
.モ
ン
の
愈
會
哲
學

も
、
直



接
に
傳
統
振
の
影
響
を
受
け
て
居
る
の
で
、
是
れ
は
サ
ソ
、

シ
モ
ン
自
身
も
時
々
言
明
し
て
居

る
事
で
あ
る
。

そ
う
し
て
サ
ソ
、
シ
モ
y
は
特

に
肚
會
連
帯
ε
云
ふ
語
を
使
用
し
て
居
な

い
が
、併
し
實
質
的
に
は
彼
も
吐
會
連

帯
思
想
を
其
の
根
本
的

一
原
理
ε
し
て
立
て
、
居

た
こ
乙
は
、
少
し
く
注
意
し
て
彼

の
肚
會
敬
造
論
の
全
艦
を

通
観
す
れ
ば
直
ち
に
畳
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
近
代
佛
蘭
西

に
於
け
る
肚
會
連
帯
思
想

の
始
源
及
び
獲

蓮
を
研
究
せ
ん
ε
す
る
に
當
て
は
、
吾
人
は
傳
統
振
の
肚
會
哲
學
に
次
で
、
先
サ
づ
ソ
、

シ
モ
ン
の
肚
會
哲
學

を
研
究
す
る
が
、
正
常
な
る
歴
史
的
順
序
で
あ
る
ε
思
ふ
。

現
説

サ
ン
、

シ
モ
ン
(ω
巴
三
あ
同旨
o
子

咽ま
O
み
。。
N
乙

は
本
來
天
才
的
豫
盲
者
的
な
思
想
家
に
し
て
、
嘗
て
自

分

の
思
想

の
全
燈
を
論
理
的
組
織
的

に
論
述
し
た
事
は
な

い
。
随

ふ
て
彼
の
思
想

の
合
鴨
を
組
織
的

に
把
捉
し
理
解

.

す

る
こ
ご
は
、
甚
だ
困
難
な
仕
事
で
あ
る
が
、
併
し
幸

に
今
日
ま
で
に
は
、
既
に
幾
多

の
人
々
が
彼
の
思
想
の
組

織
的
研
究
を
企
だ
て

、
居
る
か
ら
、
余
は
此
威

に
其
筈
の
入

力
の
研
究
を
蓼
濡
し
て
、
彼

の
肚
會
敬
造
の
哲
學

の

大
要
を
述

べ
、
そ
う
し
て
特
に
肚
會
學
及
び
糺肌
會
思
想
、
殊
に
肚
會
連
帯
思
想
の
獲
達

か
ら
見
て
、
其
の
中
に
如

何

に
重
要
な
る
思
想
が
、
含
ま
れ
て
居

る
か
を
指
示
し
だ
い
ε
思
ふ
。

サ

ン
、

　一

サ

ン

、

シ

モ

ン

の
肚

會

學

の
概

念

及

び

(

彼

の
學

読

の

一
般

的

方

針

シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
融
會
連
帯
思
想

第
よ
馨

露

一
號

五
九
}

五
九

㌦

周



サ
ン
"
シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
肚
含
漱
【帯
思
粗
膳

第
十
六
巻

(第
一
號

六
〇
)

,

大
O

サ

ソ
、

シ
モ
ン
は
普
通

に
空
想
的
肚
會

主
義
者
で

あ

っ
把
ε
考

へ
ら

れ
て
居

る
が
、
併

し
資

質
上
被
は
近
世

の

科

學
的

肚
曾
改
造

論

の
創

設
者

ε

も
見
倣
す

可

き
人

に
し
て
、
彼

は
實

に
眞

の
肚
會

政
造
或
は
新

し
き
肚
會

の
建

設
は
、
口
f
肛
曾

の
科
學
的

研
究

に
よ
り
て

の
み
成

就

し
得
ら

れ

る
も

の
ご
考

へ
だ
の
で

あ

な
。
吐
く

て

彼

は
砒

會
改
造
論

の
基
礎

ご
し
て
、
先

づ
肚
會

を
科
學
的

に
研
究
す

る

一
の
新

し
き
科

學
即

ち
彼
が
實
謹
的

政

治

學

ε

か
、
肚
會

生
理
學

ε
か
、
耽
會

物
理
學

・し
か
稠

せ
る

も

の
、

つ
ま
り
今

日
肚
會

學

ご
稽
せ
ら

れ
る
も
の
を

建
設
す

る
こ
ε
が
、
第

】
の
急
務

で
あ
る

ズ
}確

信

し
た

の
で

あ

る
。

さ
れ
ば

サ

ン
、

シ

モ
ン
の
砒
會

改
造

論
を
研
究

せ

ん

ε
す

る

に
嘗

て
、
吾
人

の
先

づ
注

目
す

べ
き
は
、
彼

の
政

治
學
或

は
軋肌
會
學

の
概
念

で
あ
る
。

却
説

ツ

ン
、

シ
モ
ン
の
考

へ
る
庭

に
よ
れ
ば

、
彼

の
時
代

の
肚
會

的
素

鋤
、
肚
會
的
害
患

の
根
本

癒
因

は

っ
ま

b

人
々

の
精

神
を
結

合
す

る
共

同
的
観
念
或

は
共

同

的
思
想

の
、
存
在

し
な

い
こ
ε
で
あ

る
。

さ
れ
ば
共

同
的

思

想

を
確

立
す

る
こ
ε
は
、
肚
會

改
造

の
根
本
義

で
あ

る
が
、
然

る

に
共

同
的
思
想
は
哲
學

に
よ
b

て
樹

立
さ
れ

る

も

の
で
め

る
.、
而

か
も
在

家

の
諸

哲
學
は
、
何

れ
も
此

の
任
務
を
蠢

く
す

こ
ε
が
出
来

な

い
。
彼

等

の
時

代
は
既

に
過
ぎ
去

っ
た
。

そ

こ
で
新

し
き
哲
學

を
立

て
る
こ

ε
が
必
要

で
あ

る
。
「
一
切

の
胤肛
會

組
織

は

哲
學

騰
系

の

一

悠

用
で
あ

る
.

さ
れ
ば

豫

め
哲

學

の
新

槻
系

を
構

成

す

る
こ
ε
な

し

に
、
砒
會

の
新

組
織
を
建

設
す

る

こ
ε
は

不

可
能
で

あ
る
。」
「
砒

會
は
共
同
的

道
徳
観
念
な

く
ば

存

立
す

る
を
得
す

、
而
し

て
道
徳
観
念

は
、
肚
會
丙

に
於

て

普
遍
的

に
承

認

さ
れ

た
る

一
の
哲
學

説

を
基
礎

ご
し

な
け
れ
ば
、
共
同
的

で
あ
今
得

な

い
。」
「
哲

學
説
は
肚
會

.



一
切

の
部
分
を
結

び
固

め
る
紐
帯

で
あ

る
」
。
然
ら
ば

サ

ン
、

シ
モ
ン
が
新

に
建
設
せ

ん
ご
す

る
哲
學
膿

系
は
、
如

何

な
る
も

の
で
あ

っ
た

か
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
考

へ
に
よ
れ
ば
、

】
完

の
時
代

の
共

同
的
思
想

ε
な

る
も

の
は
、
其

の
時
代

の
何

人
も
疑

ふ

こ
ざ
が
出

水
す

し

て
、
必
ず
承
認

し
な
け
れ
ば
な
ら

澱
も

の
で
め
る
が
、
合
目

か

、
る
性

質
を
有

す

る
も
の
ε
云

へ
ば
、
夫

れ
は
只
實
謹
科
學

の
真

理
だ
け
で

あ
る
σ

然

る

に
物
理
科
畢
は
既

に
全
く
實
謹
的

ピ
な

っ
て
居

る
が

、

糟
…神
科
學

は
ま
だ

そ
う

で
な
く
し

て
、
棘
學
的
或
は

形
而
上
學
的

、
想
像
的
或

は
孚
想
像

的

宇
實
調
的
な
状
態

に

停
滞

湿
て
居

る
。
.さ
れ
ば
精
沸

科
學
を

、
先

づ
完

全

に
實

置
的

な
も
の

ε
し
な
匠
れ
ば
な
ら

ぬ
。

次

に

…
切

の
實

講
料
學

を
位
階
的

に
綜
合

し
て
賞

讃
哲
學

の
艦
系

を
建
設

ぜ

ね
ば
な
ら

沁
。

而

し
て
此

の
賞
讃
哲
學

の
建

設

に
よ

り

て
、
此

庭

に
共
同
的
思
想

が
確

立

さ
れ
、

叉
之

れ

に
基

い
て
肚

會
改
造

が
科
學
的

に
成

就

さ
れ

る
の
で
あ
る
。

駕

ほ
稍

々
詳

し
く
云

へ
ば

、
サ

ソ
、

シ
モ
ン
は
共
同

的
思

想
を
確

立
す
を
爲

め

に
、
實

謹
哲
學

の
艦
系

を
建

設
せ

ん
ε
て
、
三

つ
の
仕

事
を
企

て
た

の
で
あ
る
。

一
は

一
切

の
科
學
を

分
類
す

る
こ
ε

に
し
て
、
二
は

一
切
の
科
學

を
悉

く
賞
讃
的

こ
な
す

こ
ε
、
三
は
實

謹
的
政
治
學

或
は
肚

會
學

を
創
設
す

る

こ
ε

に
よ
り

て
、
他

の

】
切

の
科

學

を
統

合

し
、
之
を
以

て
科
學

の

位
階

的
膿
系

の
冠

冤

ε
な

し
、
科
學

の

位
階
的
艦
系

を
完
成

す

る

こ
ε
で
あ

る
。
而

し
て
サ

ソ
、

ン
モ
ン
は
此

の
如

き
賞

讃
的
政

治
學
或
は
肚
會
學

を
創
設

し
て
、
以

て
實

際
的
政

治
術
或
は

賞

讃
的
政
治
磯

系

の

理

論
的
基
礎
を
確
立

し
、
之

を

運

用

し
て
實
際

上
肚

會

の
政

造
を
圖
ら

ん
ど
し
た

の
で

あ

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
祉
會
改
仙遊
折
口學
及
び
肚
會
連
帯
思
粗
粗

第
十
⊥ハ巻

(第

】脱

去
}
)

六

「
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サ
ン
;

モ
ン
の
計
會
改
造
哲
學
及
び
社
倉
連
帯
思
想

第
+
六
巻

(第

一
號

六
二
)

六
二

る
。
此
庭

に
右
の
三

つ
の
仕
事

に
就

て
、

サ

ン
、

ン

モ
ン
の
實
礫

土
遂
成

せ
し
こ
ε
を
、
詳

し
ぐ
述

ぶ
る
暇

は
な

い
で
、

只
彼

の
賞
讃
的
政

治
學
或

は
肚
會
學

の
概

念

を
略
述
す

る

に
止

め
て
置
く
。

今

サ

ン
、

シ
モ
ン
は
賞
讃
科
學

の
本
質

を
如
何

に
解

し
て
居

だ
か

ε
云

ふ
に
、
夫

れ
臓

つ
ま
b
其

の
対
象

芭
す

る

現
象
が
、
入
力

の
左

右

し
得
な

い

]
定

不
憂

の
自

然

法
則

に
、
支

配
さ
れ
て
居

る
こ
ε
を
認
め
、
随

ふ

て
観

察
法

に
よ
り
て
、

之
を
研
究
す

る
こ
ε
を
意
味
す

る
も

の

ε
解

し
把
の
で
あ

る
。
要
す

る

に
プ

γ
、

シ

モ
ン
の
考

へ
に

よ
れ
ば
、
賞
讃
科
學

ε
は
観
察

法
を
唯

一
の
方

法
`
な

し
、

之
れ

に
よ
り
て
其

の
対
象

ε
す

る
現
象

の
自
然

法
則

を
獲
見

せ

ん
ご
す

る
も

の
で
あ

る
。

さ
れ
ば
實

謹
的
政

治
學
或
は
肚

會
學

の
成
立

し
得

る
し
は
、
根
本
的

に
は
二

つ
の
修
得

が
充

陀

さ
れ
ね
ば
な
ら

諏
。

一
は
其

の
野

象

ε
な

る
肚

會
現
象

は
、
他

の
科
學

の
鋤
象

ε
は
な
し
得
ら

れ
な

じ
特
別
な
現
象
部
類

に
し
て
、
且

つ
自
然
法
則

に
支

配

さ
れ

る
も

の
で
あ

乃
ざ
云

ふ
こ
ε
、
二
は
去
れ
は
観

.

察

法

に
よ
り

て
研
究

し
得

ら
れ

る
ご
云
ふ

こ
ε
で
あ

る
』

而

し
て
サ

ソ
、

シ
モ

、ソ
は
此
等

二

っ
の
條

件

が
、
現
賓

に
充
足

さ
れ
る
こ
ε
が
で
き
、
堕

て
實
謹
的
政
治
學
は
成
立
す

る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
、
歪
な
去
れ
は
是
非
成

立

し
な
け
れ
ば
ば
ら

な

い
の
で
、
若

し
然
ら
ず
ば
健

實

な

る
就

會

の
改
造

は
、
全
然

不
可
能

で

あ
る
ぐ」
さ

へ
考

へ

た

の
で

み
る
.

サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
考

へ
K
よ
れ
は
、
政
治

學
は
生

理
學

の

一
種

で
あ

る
。
廣
義

の
生
理
學

は
個
人

の
巌
達

及

び

種

旙

の
獲
達
を
研
究
す

る
も

分
に
し
て
、
夫

れ
が
特

に
値

入
の
獲
達

を
研
究
す

る
場

合
に
は
、
普
通

に
輩

に
生
理



"

學

ε
浴

せ
ら

れ
て
居

る
が

、
厳
密

に
云

へ
ば
去

れ
は
値
入

生
理

學

ご
構

せ
ら

る
可

き

で
あ

る
。
而

し
て
之
に
謝

し

て
生
理
學

が
特

に
種
騒

の
獲
達

を
研
究
す

る
場
合

に
は
、
夫

れ
は

砒
會

生
理
學

ε
稽

せ
ら

る
可

き
で
あ
る
が
、
実

れ
が
即
ち
政

治
學

で
あ

る
。
焼

く

て
肚

會
生
理
學

は
、
個
人
生

理
學

か
ら
匠

捌

さ
れ
る
特

別
な
判
象
を
有

し
、
個

人
生
理
學

の
如

く
、
解
剖
學
や
化
學

の
助
け

に
依

て
、
個
人

の
身
艦

組
織

の
内

部

に
入

り
込
み
、
噛機

能
及

び
機
官

を
比
較
す

る

の
で
な
く
、
耽
會

膿
の
機
關

こ
し
て
個
人

を
其

の
儘

に
考
察

し
、
肚
曾
騰

の
有
機
的
機
能

を
研
究
す

る
の
で
あ

る
。蓋

し
肚

會

は
軍

に
生
物

の
集
合

に
過

ぎ
な

い
も
の
で

な
く
、眞

蟹

な
る
組
織

さ
れ

た
る
器
械

に
七
て

其

の

一
切

0
部

分
は
実

れ
夫

れ
異
な
れ

る
仕
方

に
て
、
全
盟

の
進

行

に
貢
献
す

る
か
む

で
あ

る
。
入
間

の
集

結
は

實

に

一
の
眞
實

な

る
實
在

物

で
め

る
の

で
あ

る
。

、右

に
述

べ
し
如
く
、
政
治
學

は
特

別
な

る
対

象
を
有
す

る
も

の

ε
す

る
も
、
其

の
曲射
象

は
文
責
謹

的
な
も

の
、
印

.

ち

注
則

に
從

ふ
も
の
で
あ
る
か
。
眞

な

る
哲
學
豹
橋
脚
は

、

】
切

の
現
象
を
例
外

な
く
、
普
遍
的
決
定

主
義

に
、

或

は

一
定

の
法
則
に
從

は
せ

る
も

の
で
あ
る
。

而
し
て
天
文
的

、
物
理
的

及

び
化

學
的
現
象

が
絡

て
普

遍
的
引
力

の
法
則

に
從

ふ

こ
ざ
は
、
今
日

一
般

に
認

め
む

れ

て
居

る
の
で
あ

る
が
、
吾
人

は
此

の
法

則
を
更

に
生

理
的
現
象

殊

に
肚

會
生
理
的

現
象

に
も
振
張
せ
ね

ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

蟹
隈

に
於
て
、
肚
會
有

機
髄

は
自
然

の
外

に
在

な
の
で
な
く

じ
て
、
砒
會

的
畿
達

怯
動
物
的
按
達

の
.
一
延

長

に
外

な
ら

澱
。

宇

宙
間

に
は
只
物

理
的
秩
序

が

め
る
.

だ
け
で
あ

る
。
此

ぐ
て

一
切

の
現
象

、
随

ふ
.て
肚

會
現
象

も
、
軍

一
な

る
引
力

の
法
則

に
從

ふ
も

の
ε
す

れ
ば
、

サ
く

シ
モ
ン
の
祉
會
改
造
哲
學
及
び
肚
會
連
帯
思
想

第
+
六
巻

(第

一號

六
三
)

六
三
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⊥八面閂

政
治

學
も
他

の
科
學

ε
同
等

の
資

格

に
て
、
實
謹
的

ε
な
る

の
で
め
る
。

`
然

る

に
今
肚
會
的

事
實

は
、
必
然
的

法
則

に
從

ふ
も

の
ご
す

れ
ば

、
之
を
研
究

す

る
爲

め
に
は
、
他

の
科
學

ε

・

同
じ
方

法
、
即

ち
観
察

法
を
適
用

せ
ね

ば
な
ら

ぬ
こ

オ
は
明
白

で
あ
る
。
観

察
法

は
實

講
料
學

特
有

の
方
法

に
し

て
、
如
何

な

る
現
象

も
、
,
其

の
研
究

が
實
謹
衡

ε
な

b
得

る
爲

め

に
は
、
観

察
法
を
適
用

さ
れ
ね
ば
な
ら

組
。
而

し
て
政

治
學

が
観

察
法
を
適
用
す

る
實

謹
科

學

蓬
な

る
時

に
、
科
學

の
禮

系
は
完
成

き
れ
、
形

而
上
學
及

び
宗
敏

に
取
り
代
は

る
可

き

一
般
的
實

謹
哲
學

が
確
立

さ
れ

、
此

庭

に
統

一
へ
の
人
間
精

油

の
自

然
的
傾
向

が
完

全

に
満

足

さ
れ

る
で
め
ら
う
。

併

し
今
吾
人

が
観
察

法
を
肚

會
現
象

に
適
用
す

る
時

に
は
、
如

何

に
之
を
運
用
す

可
き
か
。

サ
ソ
、

ツ

モ
ン
は

コ
ン
ド

ル
セ

ー
に
傑

ふ
て
、

一
切

の
肚
會
的

事
實

を
…進
歩
或
は
肚
會

的
進

化

の
見
地

か
ら
考

察
し
、
各
時

代

に
就

て
之
を
代
表
す

る
或

一
國
民

を

見
定

め
、
而

し

て
其

時
代

に
成
就

さ
れ
た

る

一
切

の
進
歩

を
、

之
れ

に
結

び
附

け
て
考

へ
た
。
是

れ
ナ

ソ
、

シ
モ
ン

の
見

る
虎
　に
よ
れ
ば
、
此

の
抽

象
的

見
方
は
帝
　に
進
歩

を
著

し
く
表
示
す

る
爲

め
に
有

益
で

あ
る
の
み
な
ら
す

、

更
.に
正
賞

で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
其

の
正
當

で
あ

る
ご
云

ふ

は

つ
ま

り
人
間
精
神

の
進

行
は

一
に
し

て
不
愛

、
而

し
て
時

・し
庭

に
よ
り

て
愛
す

る
も
の

で
な

い
か
ら

で
あ

る
。

一
切

の
国
民

は
同

一
の
潮
流

に
從

ふ
て
進

む
も

の
に

し
て
、
彼

等
は
只
各

々
其

の
進

化

の
程
度
を
異

に
す

る
だ
け

で
あ

る
。
然

ら
ば
此

の
潮
流
或

は
進
歩

ε
は
如
何
な

る
も

の
で
あ

る
か
。



進
歩
は

一
切
の
肚
會
を
駆
り
て
、
其

の
状
態
を
絶

へ
す
改
良
し
、
吾
人
の
後
で
は
な
く
、吾
人
の
前

に
め
る
黄
金

時
代
に
、
吾
人
を
日
々
近
づ
か
し
め
る
庭

の
、
一
の
普
遍
的
必
然
的
な
衝
動
で
め
る
。
実

れ
は
人
間
及
び
人
事
を
誘

導
し
支
配
す
る
法
則
に
し
て
、
大
開
其
物
は
只
其
の
道
具
に
外
な
ら
囎
。
進
歩
の
力
は
吾
人
か
ら
生
す

る
が
、
し

か
も
吾
人
は
進
歩
の
支
麟
か
ら
脱
す
る
こ
ε
が
出
家
す
、
文
典
の
作
用
を
左
右
す

る
こ
ε
が
出
来
な

い
。
進
化
は

無
意
識
的
器
械
的
で
あ
る
。
偉
人
天
才
ご
云
ふ
も
只
進
化
を
意
識
し
、
絡
宿
す
る
に
温
ぎ
な
い
。
然

る
に
進
歩
の

一
切
の
時
期
は
必
然
的
で
あ
っ
た
こ
す
る
ご
、
夫
れ
は
有
り
得
た
り
し
総
て
ゴ
め
っ
た
の
で
、
吾
人
は
之
を
責

め

.

る
こ
ど
も
、亦
非
難
す

る
こ
ε
も
出
来
な

い
。
吾
人
は
只
公
季

に
親
察
す
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
現
在
を
理
解
し
、

將
來
を
照
明
す
可
一
吾
人
を
助
け
る
も
の
は
、
此

の
公
雫

に
観
察
さ
れ

た

る
温
言
で
あ
る
。

歴
史
は
吾
人
を
指

導
す

る
も
の
、
去

れ
は
政
治
家

に
淡
く
可
か
ら
ざ

る
案
内
者
で
あ
る
。
要
す
る
に
政
治
學
は
進
歩
の
法
則
を
見
崩

し
、
入
間
肚
會
綺

麗
よ
り
來
る
か
を
探

り
、
異

れ
が
必
然
的
に
向

ふ
目
的
を
見
出
す
こ
ε
を
任
税
ε
す

る
も

の
で
め
る
が
、
其

の
任

務
を
墨

一
す
矯

め

に
は

、
政
治

學
は
現
在
を
観
察

し
、
過
言
帥

ち
歴
史

に
瓜
り

て
現
在
を

照
明

せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

サ

ソ
、
シ
モ
は
右
に
述

べ
し
如

く
、
砒
會

學
の
研

究

に
於

て
、
大

に
歴
史
を
重

ん
じ
、
政
治
學
或

は
肚

會
學

の
眞

の

方
法
、或

は
肚

曾
學

に
於
て
運
用

さ
れ

る
観
察

法
は
、
歴

史
的
方

法
で
あ

る
ε
考

へ
た

の
で
あ

る
。
而

し

て
實
際
上

被

の
立

て
π
理
論

は
、
絡

て
歴
史

か
ら
引
出

さ
れ
て
居

る
の
で
あ

る
。
然
ら
ば
彼
は
眞

の
歴
史
的
方
法

を
如
何
な

る

サ
<

ζ

y
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
肚
會
連
帯
感
想

第
+
六
巻

(第

「號

六
五
)

大
軍

.



サ
ン
、
シ
モ
ン
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祉
會
改
造
哲
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及
び
肚
會
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思
想
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六
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[號
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六
六

も

の
・し
考

へ
た

か
ご
云
ふ

に
、
彼

の
論
ず

る
庭

に
よ
れ
ば
、
第

一
に
歴
史
は
哲
學
的
.精

神

し
於

て
考

へ
ち

れ
ね
ば
な

ら

組
。
事
實
は
先

づ
精

確

に
叙
述

さ
れ
た

る
後
、
一
の
理

論

に
よ
り

て
相

互

に
結
び
附

け
ら

れ
、
必
然

的
關
係

に
よ

り

て
相
連
結

さ
る
可
き
で
あ

る
。
此

く
て
事
實

は
文
明

の
進

歩

の
圖
表

を
作

る
で
「あ
ら
う
。
雁
皮

ご
は

つ
ま
り
進

歩

の
歴
史

で
.あ
る
で
あ
ら

う
。
第

二

に
歴
史

は
普
遍
的

で
あ

る
可

き
も

の
で
、夫

れ
ぽ
各

国
民

の
上

に
立
ち
、
二
切

の

国
民

を
抱
有
す

可

き
で
め

る
。
暴

れ

一
切

の
國
民
は
、
必

然
的
獲
達

の
同

一
の
法
則

に
從

ふ
か
ら

で
あ

る
。
吐

く
て

歴
史
家
は
翌
.襲

看
過
し
寿
球

磨

或

は
時
代
に
よ
り
て
・事
實
を
分
ち
、而
し
て
各
時
代
は
前
業

の
必
然
的

連
続

で
あ
る
こ
ξ
を
示
す
で
あ
ら
う
。蓋

し
進
歩
の

一
切
の
階
段
は
、
宿
命
的

に
連
結
さ
れ
て
居

る
か
ら
で
あ
る
。

歴
史
は
右

に
述

べ
し
が
如
く
に
改
造
さ
れ
て
、
此
庭

に
始
め
て
政
治
學

の
讃
嘆
す
可
き
道
具
或
.は
方
法
こ
な
り
、

而
b
て
之
れ
に
よ
り
て
政
治
學
は
観
察
斜
里

の
資
格
を
獲
得
し
、
實
謹
的
理
論
を
立
て
、
肚
會

の
改
造
を
指
導
す

る
こ
ε
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

却
説
サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
彼
の
趾
會
改
造
論
の
理
論
的
基
礎

ε
し
て
、
新

に
建
設

ぜ
ん
ご
す

る
實
謹
的
政
治
學
或

は
魅
曾
學
の
目
的
、
対
象
及
び
方
法
を
、
以
上
述

べ
し
が
如
く

に
決
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
る
舵
彼

の
性
格
ε

彼

の
思
惟
の
非
組
織
的
傾
向

ε
は
、
彼
を
し
て
肚
會
學

の
騰
系
を
大
成
す

る
に
至
ら
し

め
な
か
っ
た
。
而
し
て
之

を
遂
成
し
陀
る
は
彼
の
門
下
生
の

一
人

に
し
て
、俊
傑
を
離

れ
た
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
コ
ン
ト
で
あ

っ
た
の
で
.
か
く

て

コ
ン
ト
は
肚
會
學

の
創
設
者
ε
も
見
倣

さ
る

、
に
至

っ
た
の
で
あ
.る
。
併
し

コ
ン
ト
の
建
設
し
紀
趾
會
學
の
根
本

0



鴨

原
理
は
、
粗
雑

な
が
ら
既

に
サ

ソ
う
.シ

モ
ン
に
よ
り

て
読

か
れ
て
居
π

の
で
、
実
れ

は
上

に
サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
肚

會

學

の
概

念

に
就

て
述

べ
し
慮

に
よ
り

て
も
、
略

々
察
知

さ
れ

る
の
で

あ
る
が
、
街

ほ
簡

軍

に
サ

ソ
、

シ

モ
ン
の

賞
讃
的
歌
津
學
或
は
肚
會
學
の
根
本
思
想
を
述

べ
て
置
書

風
ふ
。
然
る
に
今
迄
を
述

べ
ん
ε
す

る
に
當

っ
て
、

余

輩
は

ず

ソ
、

シ
モ

y
の
思
想

に
は
、

コ
ン
ト

の
思

想

ど
異
な
れ

る
重

要
な

る

一
方

面

の
あ

る
こ

ε
が
獲
見

さ
れ

る
。
実

れ
は
肚

會
進

化
、
人
類
進
歩

の
根
本

的
因
素

ε
し

て
、経

済
を
大

に
重
要

観
す

る
こ
ご
で
あ

る
。
サ

ソ
、
シ
毛

ソ
峨
其

の
方

面

に
於

て
は
、
纒
濟
史

的
歴
史
親
或
は

所

謂
唯
物

史
観
を
既

に
説

い
て
居

た

の
で
、
此

の
歴
史
観

の

創

設
者

ε
云
は
れ

る
カ
ー

ル
、

マ
ル
ク

ス
は
、
假
令

或
人

々
の
考

へ
る
如
く
、

サ

ン
、

シ
モ
ン
の
誘
を
組
違

し
、

大
成

し
π
も
の

に
過

ぎ
な

い
の
で
は

な

い
ご
し

て
も

、
少
な

く
も

サ
ソ
、

シ
モ
ン
の
思
想

の
影
響
を
、
大

に
受

け

て
居

た

こ
電
は
明
ら

か
で

あ
る
。
要
す

る
に
サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
思
想

に
は
、
観

念
史
的

或
は
思
想
史
的
歴
史
観

、

所
謂
唯

一6

史
観

の
方

面
、
即

ち
観

念
は

思
想

の
獲
達

を
人
類

の
進

歩

、
社
倉

の
進
歩

の
原
動
力
及

び
中
核

ε
見

る

方

針

ご
、
経

済
史
的
歴
史
観

、
所

謂
唯
物
史
観

の
方

面
、
即
ち
纒
濟

の
獲
達
を

人
類

の
進

歩
、
肚
會

の
進
化

の
原

動

力
及

び
中
核

ビ
見

る
方

針

酌
の
二
方
面

が
混
在

し

て
居
π

の
で
、
而

し

て
吾

人

は
其

の
思
想
史

的
歴
史
観

の
方

針
は

コ
y
ト
に
よ
り
て
組
織
的

に
展

開

さ
れ
、

大
成

さ
れ
、
叉
脛
濟
史

的
歴
史
観

の
方
針
は

マ
ル
ク

ス
に
よ
り

て

組

織
的

焔
展

開

さ
れ
、
大
成

さ
れ
た

ε
見
倣
す

ご
ε

が
出

來

る
の
で
あ

る
、
然
ら

ば

サ
ソ
、
シ

モ
ン
に
あ
り
て

は
、

右

の
二
方
針
は
如
何

に
相

關
係
し

て
居

陀
か
ε
云

ふ

に
、
彼
自
身

は
嘗

て
此

の
關
係
を
論

じ
た

こ
ε
が
な

い
か
ら
、

サ
ン
・
ζ

ン
の
泄
會
改
造
哲
寧
及
び
肚
會
連
帯
思
想

第
†
六
巻

(笙

號

六
七
)

末
七
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ζ
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連
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想
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窮
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號

六
八
)

六
八

此
慮
に
簡
単
明
白

起
之
を
論
定
す
る
こ
ε
が
繊
来
す
隔
又
此
腱
に
此
の
問
題
を
詳
し
く
論
究
す
る
こ
ε
が
出
来
な

い
が
、
彼

の
主
要
著
作
の
年
代
順
を
追
ふ
て
考

へ
る
ご
、
大
膿
土
左
の
如
く
云
ふ
こ
ε
が
出
来
よ
う
か
ε
思
ふ
。

即
ち
彼
は
始
め
は
思
想
史
的
方
針
を
立

て
、
圭

ε
し
て
其
の
方
針

に
於
て
考
究
し
、
思
索
し
て
居
た
が
、
後
ブ
ー
ル

ボ
ソ
王
朝
復
興
時
代
に
至
っ
て
、
當
塒
の
耽
會
状
態

に
就
て
特

に
経
済
の
方
面

に
注
意
し
、
而
し
て
脛
濟
的
因
素

の
重
要
を
認
め
て
経
済
史
的
方
針
を
立
て
、
主

こ
し
て
同
方
針
に
於
て
考
究
し
、
思
索
し
て
來
π
が
、
併
し
始
め

の
思
想
史
的
方
針
は
矢
張
り
固
持
し
て
居
た
。
而
し
て
死
去
す
る
前

に
は
、
再
び
始
め
の
思
想
史
的
方
針
を
大
に

強
調
し
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
両
方
針
の
關
係

に
就
て
は
只
漠
然
拠
る
考

へ
を
抱

い
て
居
た

ゴ
け
て
、
別
に
之
を

明
ら
か
に
決
定
し
よ
う
ご
は
し
な
か
っ
た
。
暴
れ
は
確
か
に
彼
の
學
説
の
重
大
な
る

】
鉄
黙
で
あ
る
が
、
し
か
も

彼

の
性
格
や
彼
の
思
惟
の
非
組
織
的
性
質

か
ら
考

へ
る
ε
、
別

に
怪
む
に
足
ら
漁
こ
ご
か
ざ
思
は
れ
る
。

是
よ
り
先
づ
簡
輩
に
サ
ソ
、

シ
モ
ン
の
右
の
二
方
針
の
大
要
を
述

べ
て
彼
の
肚
會
政
造
論
の
理
論
的
根
本
思
想

を
究
明
し
、
夫

れ
よ
り
…進
ん
で
彼

の
耐
曾
改
造
論
の
理
想
的
實
際
方
面
を
考
究

し
、
以
て
彼

の
肚
會
思
想
に
於
け

る
社
倉
連
帯
思
想
の
實
質
的
意
義
を
示
し
た
い
ご
思
ふ
。

ラニ

サ

ン
、

シ

モ

ン
の
思
想

更

的
雁

皮
観

・

(

サ

ソ
、

シ
モ
ン
は

さ
き

に
述

べ
し
如

く
、
政

治
學

或
は
肚

會
學

の
根

本
問
題

は
、
観
念
或

は
思
想

の
進
歩

の
法



則
を
獲
見
す
る
こ
ε
に
在
る
ε
考

へ
た
の
で
め
る
が
、
今
彼
は
此
の
法
則
`
し
て
三
時
代
の
法
則
を
脱
い
だ
の
で

コ
ン
み
コク

ァ

ユ
ラ

レ

あ
る
。
彼
は
先
づ
科
學

の
雁
皮
を
考
究
し
て
、
総
て
科
學
は
想
像
的
或
は
神
単
射
で
あ
る
こ
ε
か
ら
始
ま
り
て
、

孚
想
繰
的
及
び
孚
蜜
謹
的
即
ち
形
而
上
學
的
ご
な
り
、
而
し
て
最
後
に
賞
讃
的

ε
な
る
こ
ご
を
號
見
し
、
吐
く
て

科
學
の
進
歩
は
絡
て
此
の
三
時
代
を
追
ふ
て
行
な
は
れ
る
も
の
こ
諭
漸
し
た
。
夫
れ
よ
り
彼
は
哲
學
も
亦
同
様

に

三
時
代
を
追
ふ
て
進
歩

せ
ね
ば
な
ら

澱
ε
考

へ
た
。
.蓋
し
彼
は
哲
學
は
全
龍
、
科
學
は
部
分
或
は
要
素

に
し
て
、

部
分
或
は
要
素
た
る
科
學
が
、
想
像
的
帥
學
的

で
あ
る
以
上
は
、
其
の
全
艦
π
る
衝
撃
も
亦
然
ら
ざ
る
を
得
す
、

文
科
學
の

一
部
分
は
實
謹
的
ε
な

っ
て
居

る
が
、
織

の
部
分
は
省
ほ
想
傑
的
に
止
ま

っ
て
居

る
以
上
は
、
哲
學
も

矢
張
り
牟
想
像
的
雫
賢
謹
的
、
帥

ち
形
吻
土
蜂

で
め
ら
ざ
る
を
得
す
、
而
し
て
科
畢
が
全
く
貿
讃
的
こ
な
る
時

に

は
、
哲
學
も
亦
全
然
冑
謁

的

ε
な
る
で
め
ら
う
ご
考

へ
た
か
ら
で
あ
る
。

サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
夏

に
右
の
三
時
代
は
必
然
的
に
相
連
続
す

る
も
の
ご
考

へ
元
の
で
、
彼
の
論
ず
る
庭

に
よ
れ

ば
、
人
聞
が
言
語
を
伶
る
に
至
れ
る
聴

か
ら
、眞

に
動
物
よ
り
も
勝
れ
走
る
も
の
ε
な
り
、
而

し
て
其

の
聴

か
ら
、

想
像
的
或
は
宗
教
的
鵬
系
が
生
れ
た
。
偶
像
崇
拝
は
其
の
最
初
の
形
態

で
あ
る
。
此
の
時
代

に
は
人
間
は

一
切
の

事
物
の
原
因
は
、
可
視
的
で
あ
る
ε
信
じ
、
而
し
て
之
を
崇
拝
し
た
。
次
に
人
間
は
可
硯
的
原
因
の
観
念
か
ら
、

不
可
視
的
な
生
き
た
多
敷
原
因
の
観
念
に
進

ん
だ
が
、
暴
れ
節
ち
多
紳
敏
で
あ
る
。
.夫
よ
り
人
聞
は
更

に
不
可
視

的
な
生
き
た

↓
原
因
の
観
念

に
進

ん
だ
が
、
か
く
て

一
紳
ゑ
が
越

っ
て
摩
た
。
而
し
て
此
慮

に
叉
韓
移
時
代
が
始

サ

ソ
、

シ
モ

ン
の
計
㎜會

故
地旭
輩判
風
下ル
ハ
び
凱肌
會
連

帯

思
想

枯
夘
轟-
山ハ
巻

(盤
夘
一
哺號

六
九

)

山
八
九

L.



サ
ン
・
シ
モ
ン
の
瀧
會
改
造
哲
學
及
び
冠
會
連
帯
思
想

第
+
六
巻

(第
一號

七
〇
)

七
〇

,

覧

ま

っ
て
來
π
。
足
れ
孚
想
像
的
孚
賞
讃
的
時
代
に
し
て
.
此
時
代
に
於
て
人
間
は
唯

一
の
不
可
説
的
な
生
き
た
原

因
の
観
念

か
ら
、
現
象
の
諸
部
類
(
ま
だ
総

て
の
部
類
で
は
な

い
が
)
を
支
配
す

る
多
撒
法
則
の
観
念

に
進

ん
で
く

る
。
而
し
て
最
後
に
人
間
は
現
象
の
.縦
で
の
部
類
を
支
配
す
る
多
数
法
則
の
概
念

か
ら
、
物
理
的
現
象
も
亦
精
神

的
現
象
も
、

一
切
の
現
象
を
包
括
す
る
庭

の
宇
宙
全
艦
を
支
配
す

る
唯

一
の
法
則
、
即
ち
引
力
の
法
則
の
信
仰
に

必
然
的

に
進
ま
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
サ
ン
、

シ
モ
ン
は
此

の
最
後
の
時
代
は
、
彼
れ
に
よ
り
て
開
始
さ
れ
た
ε
考

へ
た
の
で
あ
る
。
備
ほ
サ
ソ
、

シ
毛
ソ
は
彼
が
牢
想
像
的
牢
實
謹
的
時
代
、
叉
は
…早
に
形
而
上
學
的
時
代
ε
構
す

る
中
間
時
代
の
必
然
性
を
特
に
論
述
し
て
居

る
が
、
彼
の
考

へ
に
よ
れ
ば
、
璽
界
或
は
密
紳
界
に
あ
b
て
、
人
間

の
思
想
を
宗
敷

か
ら
科
學

へ
移
ら
し
め
る
も
の
は
、
形
而
上
學
で
あ
る
。
形
而
上
學
者
は
宗
敷
の
破
壊
者
、
随

ふ

て
科
學
の
先
行
者

で
あ
る
。
形
而
上
學

の
破
壊
作
用
は
、
宗
敷

か
ら
科
學

へ
移

る
爲
め
に
一
絶
勤
的

に
必
要
鉄

く

可

か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。

サ
ソ
、

シ
モ
ン
が
、
人
類
進
歩
の
根
本
法
則
ε
認
め
た
る
、
思
想
進
歩
の
三
時
代
の
法
則
ε
は
、
右

に
述

べ
し

が
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
彼
は
此
の
根
本
法
則
に
基

い
て
如
何
に
人
類
の
進
歩
、
肚
會

の
進
化
を
説
明
し

た
か
ε
云
ふ
に
、
要
す
る
に
思
想
の
帥
學
的
或
は
想
像
的
時
代
に
於
て
は
、
之
れ
に
基

い
て
封
建
的
武
力
的
砒
會

艦
系
が
成
立
し
、
而
し
て
思
想
が
科
學
的
實
謹
的
時
代

に
達
す

る
ご
、
叉
之
れ
に
鷹
じ
て
産
業
的
李
和
的
趾
會
禮

系
が
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
街
ほ
思
想
の
進
歩

に
於
て
、
紳
學
的
時
代
ε
科
學
的
時
代
こ
の
中
間

に
、
前
者
を
破



μ

壊
し
て
後
者
を
準
備
す
る
過
渡
時
代
ε
し
て
、
形
而
上
學
的
時
代
が
必
然
的
で
あ
る
ε
同
じ
く
、
肚
曾
の
進
化
に

於
て
も
、
封
建
的
武
か
的
器
系
産

業
的
李
和
的
鵬
系
あ

中
間

に
、
前
者
を
破
壊
し
て
後
者
を
準
備
す
る
過
渡
.

期
ε
し
て
の
形
而
上
學
的
時
代
に
封
慮
ず
る

一
定
の
時
代
が
、
必
然
的
に
介
在
せ
ね
ば
な
ら

漁
。
而
し
て
思
想
の

進
化
に
於
け
る
形
而
上
學
者
の
破
壊
的
任
務

に
準
じ
て
、
耽
曾

の
進
化
に
於
て
同

一
の
任
務
を
成
就
す
る
も
の
は

法
律
家
で
あ
る
、
サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
此

の
如

く
、
人
類

の
進
歩
全
艦

に
於
け
る
形
而
上
學
者
及
び
法
律
家
の
任
務

を
、
本
來
破
壊
的
準
備
的
の
も
の
ε
見

た
の
で
あ
み
。
さ
れ
ば

ナ
ン
、

シ
壬
ン
の
考

へ
に
よ
れ
ば
、
人
類
の
進
歩

全
禮
は
、
必
然
的
に
先
づ
紳
學
的
封
建
的
武
力
的
時
代
よ
り
始
ま
り
、
次
に
必
然
的
に
形
而
上
學
的
革
命
的
時
代

を
通
過
し
て
、
最
後
に
必
然
的

に
科
學
的

.
或
は
賞
讃
的
、
産
業
的
、
卒
和
的
時
代
に
到
達
す
る
の
で
、
是
れ
人

類
進
歩
の
必
然
的
傾
向
或
は
法
則
で
め
る
。
.而
し
て
肚
會
學
或
は
賢
謹
的
政
治
學
が
、
此

の
必
然
的
法
則
を
究
明

す
る
こ
ε
に
よ
り
て
、
此
虚

に
之
れ
に
基
づ
い
て
賞
讃
的
政
治
艦
系
が
確
立
せ
ら
れ
、
吾
人
は
實
謹
的
耽
理
科
學

の
法
則
を
慮
屈
し
て
、
人
類
の
幸
運
増
進
の
爲
め
に
益
々
有
効

に
自
然
を
利
用
す

る
如
く
、
叉
肚
會
の
進
歩
を
促

が
す

こ
ビ
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
偉
人
、
天
才
も
、
勝
手
氣
儘

に
肚
會
組
織
を
敬
愛
し
、
或
は
創
造
す

る
こ
ご
が
出
來
な

い
。
彼
等
も
只
肚
會
進
化

の
自
然
的
必
然
的
法
則
を
よ
く
理
解
す
る
こ
ε
に
よ
b
て
、
記肱
會

の

ノ

進
化

を
促

が
し
得

る
だ
け

で
あ

る
。

但

し
サ

ソ
、

シ

モ
ン
の
右

の
肚

曾
進
化
思
想

は
、
只

お
ほ
ま

か

に
、
散
漫

に
、

粗
雑

に
論
述

さ
れ
て
居

る
だ
け

で
、
之
を
始

め
て
組
織

的
論
理

的

に
充

分
展

開

し
た
の
は

コ
ン
ト
で
あ

b
、
又

コ

サ
ン
、
ヲ
モ
ン
の
社
倉
改
造
哲
學
及
び
紅
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻

(第

一號

七
一
)

七
一
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號
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二
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七
二

ソ
ト
に
よ
b

て
該

思
想
は

、
近

世
耽

會
學

の
獲
達

に
重
大

な

る
影

響
を
及

ぼ

し
た

の
で
あ

る
が
、
し

か
も
吾
人

は

其

の
創
設

の
功

を
、

サ
ソ
、

シ
モ
ン
に
認

め
ね
ば
な
ら

楓
。

"

サ

ソ
、
シ
モ
ン
は
叉
人
類

の
歴
史

に
批

計
的
時
代

ε
有
機

的
或
は
組
織
的
時

代

(
奮

晃

}

色
鳥

o
「三
ρ
二〇
」・
①
二

窃

儲
「[o
膏
の
。
臓
目
β
器
巴

ε
を
匪

馴
し
、
而

し
て
人
類

は

有
機

的
時
代

に
於

て
は

一
の
肚

曾
類
型
を
構
成

し
、批

評
的

時

代

に
.於
て
は
之
を
破

壊

し
、

更

に
新
.し
き
有
機
的
時

代

に
於

て
叉
新

し
き
蔵
曾

類
型
を
構
成

し
、
此

く
て
而
時

代
は
無
限

に
交
代
す

る
も

の
ε
考

へ
た
。
僻

ほ
彼

は

コ
ン
ト

こ
の
合

著

「
近

代
的
過

古
金
鵬

の
概

評
」
(しq
。
ヨ
日
暮
0

9
つ℃
み
oβ
ま

コ
臥Φ
庁
目
零
口
]三
〇
曾

唱
霧
。。o
巳
o
牙
岳
①
・同
。。
No
)
に
於
て
は
、
近

代
的
過
言

に
於
け

る
批

評
的
運

動

ご

有
機
的
或

は
粗

織
的
連
動

ε
の
消
長

を
論

じ

て
居

乃
。

ず
ソ
、

ン
モ
ソ
〔
」
ソ
ト
ざ
共

に
)
の
考

へ
る
腱

で
は

、
薔

肚
會
膿
系

は
宗
漱

ご
武
力
的
封
建
制

ご
の
、
二
大
肚

會

的
勢
力

に
よ
り

て
建
設

さ
れ
た

る
も

の
で
あ
る
が
、
実

れ

が
全
盛

を
極

め
し
時
代

に
、
既

に
右

の
二
大
砒
曾
的
勢

力

に
蜀

抗
し

、
新
肚
會
艘

系

の
基
礎

ε
な

る
可
き
二
大
泣

會
的
勢
力
が
、
段

々
護

達
し

て
來

把
。

そ
れ
は
科
攣

ε
産
業

ご
で
あ

る
。
此

く

て
第

十

　
世
紀

以
後

の
歴
史

は
、

反
封

の
方
向

に
進

み
な
が
ら
相
並
行
す

る
事
件

の
二
大
系

列

に
、
大
別

さ
れ

る
。

第

一
の
系
列

は
醤
肚
會
膣

系

の

頽

屡
、
宗
漱

ε
封
建
制

ご
の
漸

次
的
衰
退

、
即
ち
批

評
的

運
動

の
鞍
達

に
し

て
、
第

二
の
系

列
は
新

肚
會
騰

系

の

進
歩

、科
學

ε
産

業

だ
の
漸
進
的
畿
達

、賢

謹
的
科

學
者

ε
産
業
的
勢
働

者

ε
の
増

長
的
鑑
大
及

び
優

勢

、
即
ち
有

機
的
運
動

の
獲
達

で
あ
る
。
此
く

て
宗
漱
及

び
封

建
制

の
衰
退

に
射

し
て
、
科
學
及

び
産
業

が
益

々
鞍

達

し
、
而

.



し
て
宗
敏
及

び
封
建
制
が
全
く
磨
減
し
て
、
藤
就
曾
慌
系
が
瓦
壊
し
、
科
學
及
び
産
業
が
大
に
隆
興
し
て
、
新
吐

會
器
系
が
確
立
し
来
る
ε
云
ふ
の
が
、
帥
ち
近
世
史
的
獲
達
の
大
勢
で
あ
る
。
さ
れ
ば
現
代
の
肚
會
を
改
造
す
る

に
は
、
只
今
日
ま
で
に
獲
達
し
來
れ
る
歴
史
的
運
動
を
縮
績
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
今
日
爾
ほ
儀
祉
會

的
勢
力
の
保
有
す
る
僅

か
な
残
絵
の
力
を
も
、
全
く
去
れ
か
ら
奪
ひ
去

り
、
科
畢
考
及
び
産
業
巻
を
し
て
、
必
然

的
に
彼
等
の
手
に
曝
す
可
き
心
璽
的
或
は
精
神
的
及
び
世
俗
的
或
は
政
治
的
権
力
の
全
艦
を
、
保
有
せ
し
め
ね
ば

な
ら
諏
。
改
造
さ
れ
た
耐
會
、・
或
は
更
生
せ
る
「耽
會

ご
は
、
つ
ま
り
産
業
的
な
、
科
學
的
な
、
そ
う
し
て
本
來
午
和

的
な
肚
曾
で
あ
る
可
ぎ
で
あ
る
。
か
、
る
肚
曾
慌
系
は
必
然
的

に
過
去

か
ら
導
か
れ
、
而
し
て
適
切
に
現
在
の
要

ノ

求

に
慮
ず

る
も

の
で
あ
る
。
故

に
実
れ
は
決

し
て

　
の

ユ
ー
ト

ピ
ア
で
は
な
く
し

て
、
實

に

一
の
嚴
露
な

る
事
實

で
あ

る
の
で

あ
る
。

サ
ン
、

シ
モ
ン
の
思

想
史
的
歴
史
観

の
方
針

に
從

ふ
て
、
彼

の
肚
會

進
歩
論

の
大
要
を
概

説
す
れ
ば
、
実

れ
は

以
上
述

.べ
し
が
如

き
も

の
で
あ

る
ε
思

ふ
が
、
次

に
余

は
彼

の
経
済
史

的
歴
史
観
或
は
所

謂
唯

物
史
観

の
方

針

に

從

ふ
て
、
彼

の
瀧
曾
進
歩

論
の
大
要
を
概
説

し
て
見

よ
う

君
恩

ふ
。

サ

今

ソ

　三
サ

ン
、

シ
モ
ン
の
纏
濟
史

的
歴
史
観

(

、

シ
モ
ン
の
著
作
中

に
て
、
彼

が
特

に
産

業
組
織
問
題

を
重

要
覗

し
て
論
究

し
て
居

る
も

の
は
、

y
、
シ
モ
ン
の
祉
會
改
造
哲
學
及
び
耐
愈
連
帯
思
想

`

鎖
十
六
巻

(第
一
號

七
三
)

モ
三

プ

ー
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ナ
ン
・
ζ

あ

蕃

吹
蓮
華

及
び
蕃

連
帯
懸
.

筑
土

蓉

(笹

號

七
四
)

七
四

ル
ボ

ン
王
朝
復
興
時
代

に
於
け

る
彼

の
晩
年

の
著
作

で
あ

る
.

そ
う

し
て
之
れ

に
よ
ザ

て
吾
人

は
、
先

づ
彼

が
特

痙

濟
問
題
産

業
問
題
に
注
目
し
て
來
た
の
は
、
ゾ
ル

翌

王
朝
復
踏

代
に
於
て
話

・
こ
ε
を
察
知
す

る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
此

の
時
代
に
於
け
る
佛
國
民
の
祉
會
的
経
済
状
態
を
考
察
す

る
こ
ご
は
、
彼
が
何
故
に
産

業
組
織
問
題
を
特
に
重
要
現
し
て
来
た

か
を
理
解
す

る
爲
め
に
、
甚
だ
有
益
で
め
る
ε
考

へ
る
。
併
し
此
庭

に
常

代
の
肚
會
的
経
済
的
歌
態
を
詳
し
く
説
述
す
る
鯨
肉
は
な

い
か
ら
、
只
簡
軍
に
之
を
約
遺
す
る
に
止
め
る
。

夫
れ
プ
ー
ル
ボ
ソ
王
朝
復
興
塒
代
に
あ
り
て
は
、

一
方

に
於
て
は
近
代
的
工
業
は
急
速

に
勃
興
し
て
来
た
が
、
.

他
方

し
於
て
は
封
建
的
精

神
に
滲
潤

さ
れ
た
る
支
配
階
級
が
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
浸
落
後
市
民
的
肚
會
組
織
の
無

能
を

確
信

し
て
、
封
建
制
度
を
復
活
せ
し
め
ん
ご
大
に
努
力
し
て
來
π
。
而

し
て
之
れ
に
謝
し
て
自
由
主
義
者
は
文
革

・
命

の
遺
産
を
保
持
す

る
爲
め
に
奪
圃
し
、
政
権
の
獲
得
に
全
力
を
注

い
で
居
忙
。
併
し
無
産
者
は
如
何
な
る
歌
態

に
め

っ
た
か
ε
云

ふ
に
、
彼
等
臥
構
ほ
無
智
無
激
育

に
し
て
.
階
級
意
識
は
ま
だ
彼
等
の
間

に
蛮
達
せ
す
、
而
し

て
彼
等
は
資
本
主
義
的
精
神
の
専
横

に
謝
し
て
は
、
己
れ
を
防
衛
す

る
何
等
の
手
段
を
有
し
な
か
っ
た
。
叉
彼
等

は
政
治
上
に
興
味
を
有
す

る
以
上
は
、
只
自
由
主
義

に
随
従
す

る
か
、
叉
は
オ

レ
ル
.ア
ソ
家
や
、
ボ
ナ
バ
.ー
ル
ト

家
の
復
興
を
陰
謀
す

る
秘
密
結
砿

に
加
入
し
て
、
以
て
よ
り
善

き
時
代

に
謝
す

る
彼
等
の
憧
憬
を
充
た
さ
ん
・し
し

て
居
た
ゴ
け
で
あ
る
。
此
C
て
無
産
者
は
甚
だ
無
智
無
力
に
し
て
、
而
し
て
彼
等
の
生
活
献
態
は
實
に
困
窮
を
極

め
て
居
π
の
で
あ
る
。



"

サ
ソ
、

シ
モ
ン
は

か

＼
.る
肚

曾
的
経
濟
状
態
を

目

前

に
視

て
、
夫

れ

か
ら
強

き
印

象
を

受
け
、
.肚
會
進
歩

に
於

け

る
脛

濟
的

因
素

の
特

別
な

る
重
要
を
痛

切

に
戚

じ

た
の
で
あ
る
。
そ
う

し
て

一
塒

は
彼

の
思
想
史

的

歴

史

観

を
、
全

く
忘

れ
た
か
ε
思

は
れ

る
ほ
こ
、
否
な
思
想

皮

も
結

局
は
、
経
済

史

に

よ
り

て
決
定

さ
れ

る
ε
誰行
へ
た

か
.迂

愚
は
れ

る
ほ
ご
ま

で
も

、
肚
會

進
歩

に
於

け

る
経
済

的
国
東

を
強

調

し
て
來

た

の
で
あ

る
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
は
大
革

命
以
来

、
佛

國

に
獲

て
二

十
五
六

年
間

に
、
憲

法
は
十

回
も
改

定

せ
ら

れ
た
、
或

は
十

種

の
憲

法
が
獲

布

さ
れ
た

が
、

し
か
も

太
れ

に
よ
b

て
砒
會

的
生
活
状
態
は

何
等

の
根
本

的
政
攣

を
も
な
し

て
居

な

い
こ
ご
に
注

目
し
、
此

庭

に
彼

は
国
家

・し
砒

會

ε

の
問

に
本
質

的
差

別

の
存
す

る
事

を
畳

つ
た
。
而

し
て
彼

は

政
治
的
構
成

は
決

し

て
肚

會
組
織

の
基
礎

で
は
な
く

、
只

一
の
第

二
次
的
構
成
物

に
過
ぎ

涯
.
い
こ
ξ
を
確
信
す

る

に
至

っ
た
、
然
ら
ば
彼
は
何
を
以

て
肚

會
組
織

の
基

礎

ご
考

へ
て
来
た

か
圏
云

ふ
に
、
実

れ
は
財

産
法

で
あ

る
。

サ

ソ
、

シ
モ
シ
は
此

の
問
題

に
就

て
左

の
如

く
述

べ
て
居

る
。

「
吾
人
は
政

治
形
騰

を

あ
ま

b

に
重
要
現

し
過

ぎ
て
居

る
。

…
:
:

権

能
及

び
政

治
形
禮
を

規
定
す

る
法
律

は
、
財
産
{椹
及

び
其

の
行
使
を

規
定
す

る
法
律

ほ

ざ
、
重
要
な
も

の
で
な
く
、
果
圃
民

の
幸
謳

に

さ
ほ
こ

重

大

な
影

響
を
及

ぼ
す

も
の
で
な

い
。
.
・…
:

議
會
政

治
の
形
膿
は
只

一
の
形
式

に
過

ぎ
な

い
も
の

に
し

て
、
而

し

て
財
産

は
中
核

で
あ

る
。
此

く
て
眞

に
凱肌
會
組
織

の
基

礎
或
は
地
盤

を
造

る
も

の
は
財
産

の
確

立
で
あ

る
。
」

「
財
産

権

を
構
成
す

る
法
律

は
総

て

の
中

で
最

こ
も

重
要
な

る
も

の
に
し

て
、
肚
會

的
建
築
物

の
基
礎

こ
な
.

サ
ン
・
シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
肚
會
連
帯
思
想

第
土
ハ巷

(笙

號

七
五
)

七
五

、

■

1



サ
ン
「
γ
モ
ン
の
計肌宵
暁
轟旭哲
嵐
γ及
一ひ
凪
曾
一逓
帯
円心粗膳

第
十
山ハ
巻

(第

一
號

七
轟ハ)

七
山ハ

.

る
も

の
は
夫

れ
で
あ

る
。
」

「
財
産
権

及
び
之
を
韓
竄

せ
し

め
る
規
定

の
確
立

は
、
弧肌
會

に
與

へ
得
ら
れ

る
唯

一
の
基
礎

で
め
る

こ
・し
は
、

疑

は
れ
な

い
。
」

「
富
は
絡

て

の
政
治
的
勢
力
及

び
償

低
の
眞

實
唯

一
の
根
柢

で
め
る
。」
「
自
由
ば
財
産

に
基

く
も

の
で
あ

る
。
」

.「
財
産

は
又
漱
育

・し
結
合
す

れ
ば
、
政
府

に
持

髄
性

を
輿

へ
る
の
で

あ
る
。」

今

サ

ソ
、

シ
モ
ン
は

右

に
述

べ
し
如

く
、
財
産
或

は
財
産

権
を
肚
曾

組
織

の
根
本
的
基
礎

ε
し

て
重
要
祝

し
て

來

陀
か
ら
、
此
庭

に
彼
が
祉
會

改
造

の
理
論
的
基
礎

を
確

立
す

る
爲
め

に
建
設

せ
ん
ε
す

る
新
政

治
學

は
、

叉
財

産

の
科
學

こ
し
て
考

へ
ら
れ
ね

ば
な
ら

な
く
な

る
と

思

ふ
が
、
然

る
に
彼

は
之
を
生
産

の
科
學

或
は
産

業

の
科
學

ε
し
て
考

へ
て
居

る
。

そ
う

し

て
彼

は
叉
産

業

の
進

歩

は
最
も
根
本
的
な
も

の
に
し

て
、
.産
業

は
人
間
肚
會

の
存

立

の
唯

一
の
保
護
、
富

ε
幸
幅

近
の
唯

↓
の
源
泉

で

あ
る

ε
云
ひ
、
更

に
産
業
的
概

念
は
肚
會

を
保
持
す

る
紐
帯

に
し
て
国
民

ξ
は
産
業
的
肚
會

に
外

な
ら

諏
・し
考

へ
、
「
最

後

の
分
析

に
於

て
、
肚
會

の

一
切

の
臭
實

な
る
勢

力

の

存

立
す

る
の
は
産
業

に
於

て
で

る
る
」

ご
云

ふ
て
居

る
。
要
す

る

に
サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
財
産

・し
生
産
或

は
産

業

ε

の
關
係

に
就

て
は
確

定
せ

る
思
想
を
抱

い
て
居

な

か

つ
陀

の
で
、
時

ε
し
て
は
財

産

の
形
成

は
生
産

或
は
産

業

に

依
存

す

る
が
如

く
、
天
時

・こ
し

て
之

れ

に
反

し
て
、
生

産
或

は
産
業

は
財
産

の
形
成

に
依
存

す

る
が
如

べ
に
考

へ
て

居
た

の
で
あ

る
。
而

し
て

サ
ン
、
シ

モ
ン
は
右
の
見
解

に
基

い
て
、
雁
皮

或
は
肚
會
進

化

の

一
新
學
説

を
立
て
π

の

験

」



で
あ
る
。
即

ち
財
産
及

び
生
産
或
は
産

業

の
璽

動

に
基

い
て
、
階

級

の
形
成
を
簇
生
的

に
研
究

し
、
歴
史
を

以
て

階
級
圖
孚

の
巌
蓬

ざ
見

b
新
學
説
を
唱

へ
π

の
で
あ

る
。

但
し

サ

ソ
.

シ

モ
ン
は
右

の
考
察

を
唯
佛
蘭

西

の
歴
良

に
就

て
行
な

ふ
た

ゴ
け

で
、
叉
共

の
考

察
は
術

ほ
甚

だ
粗
雑

で
め

る
が
、
し
か
も
彼

は
階

級
闘
争

の
獲
蓬

こ
し
て
、

歴
史

を
考
察

せ
る
最
初

の
近
世

思
想
家

に
し
て
、

カ

ー

ル
、
マ
ー

ル
ク

ス
の
階

級
岡
箏

史
論
も

、

つ
ま
り

は

ナ

ソ
、

シ
モ
ン
の
説
を
修
正

し
開
展

し
π
も

の
に
外

な
ら
な

い
だ
思
は
れ

る
の
で
あ

る
。
此
庭

に
サ

ソ
、

シ
モ
ン
が
佛
蘭

西

に
於

け
る
階
級

の
形
成

及
び
圏
箏

に
就

て
論
究

し
た
事

の
大
要

を
述

べ
て
、
以

て
彼

の
脛
濟

史
的

歴
史
観

の

一

班
を
示

し
て
置

き
た

い
蓬
思

ふ
。

今

サ

ン
、

シ
壬
ソ
に
よ
れ
ば
、

フ
ラ

ン
ク
人

が

ゴ

ー

ル
ア
に
移
住

し
た

る
後
、
支

配
看

た

る
フ
ラ

ン
ク
人

ξ
奴

.

隷

な

る
ゴ

ー
ル
ア
人
.ξ
の
二
階

級

が
成

立
し
た
。

ゴ
ー

ル
ア
人

は
支
配

者

の
爲
め
に
土
地

を
耕
作

し
、
叉
網

て
の

種
類

の
手

工
業

に
従

事
し

た
。
.そ
う
し
て
彼

等
は
蕉

羅
馬

の
奴
隷

の
如

く
、
投

力
に
小
額

の
貨
幣
財
産
を
蓄

へ
、

之
を
注
意

深
く
隠

匿

し
た
。
然

る

に
十

字
軍
戦
争

、
殊

に
其

の
結
果

こ
し
て
生
ぜ
る
奢
侈

生
活
は
、

フ
ラ
ン
ク
民

族

の
君
主

を
し

て
、
強
く
貨
幣

の
必
要
を
威

ぜ
し

め
、
夫

れ

よ
b
し

て
彼
等

は
彼
等

の
奴
隷

に
自
由
或
は
特

許
権

を
壷
ら

ね
ば

な
ら
な

気
な

っ
た

、
荷

ほ
奢
侈

生
活
は
実
れ

が
需

要
を
充

元
す

爲
め
に
働

く
商
人
及

び
手

工
者

の
耐

曾
的
地

位
を
高

め
π
。

そ
う
し

て

フ
ラ

ン
ク
人

の
酋

長

た

る
よ
り
は
、
.ゴ
ー

ル
ア
人

に
愛

さ
れ
る
王
た
ら

ん
ご
徴

せ
し

川
イ
第

十

一
世

は
、

フ
ラ

ン
ク
人

の
諸

侯
伯

を
彼

の
主
権

に
屈
服

さ
せ

る
爲
め

し
、

」
ム
ミ

ユ
ソ

ス
帥

ち
都

・

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
凱肛
愈
只改
排泄
新日華
及
び
↓肛
金
目連
帯
思
想

卵
夘十
山ハ巻

(第

【號

七
七
)

七
七



サ
ン
、
ζ

ン
の
敢
會
改
造
哲
畢
及
び
社
倉
連
帯
思
想

第
+
六
巻

〔第

「號

七
八
)

七
八

市
及
び

田
舎

に
於
け

る
総

て
の
勢
働
的

ゴ
ー

ル
ア
人

・ヒ
結
托

し
た
。
.國

王
は
諸
侯
伯

よ
り
彼

等

の
政
治
的
権
力

を

奪
ひ
、

叉
彼
等

が
都

市

に
住
み
込

む
に
至
り

て
.
彼

等
は
國
家
町

に
於
け

る
絡

て
の
濁

立
な
意
義

を
失

な

い
、
而

し

て

ル
イ
第

†
四
世

の
下

に
あ
り

て
は
、
遂

に
国
王
.の
従

臣

こ
な

つ
π
、
術

ほ
此

の
国
王

の
時
代

に
、
生
産

物

の

交
換
が
益

々
増

長
す

る
こ
ε
に
よ
り
、

一
の
新

し
き
階

級
帥
ち

銀
行

家

の
階

級
が
起

つ
た
、
併
し

コ
ム
、・、
ユ
ツ

ヌ

か
ら
特
権
者

の
地
位

に
上

れ
る
人

々
の
全
禮

は
、
蕾

貴

族

に
無

視

さ
れ

て
居

る
こ
ご
を
感

じ
た
。
此
く

て
貴

族

で

ば
な

い
法
律
家

、
市

民
出

の
軍
人

、
自

か
ら
指

揮
経

管

し
、
或

は
勢
倒

す

る
生
産
者

で
は

な

い
庭

の
有
産
者

、

一

・
言

に
云

へ
ば

プ

ー

ル
ヂ

ヨ
ア
が

干
七
百

八
十

九
年

の
革
命

を
起

し
た

の
で
、
其

の
眞

の
目
的

は
産
業
騰
系
或

は
産

業
組
織

(
しQ
金
聾
き

ヨ
島
「甦
「一匹
)
の
建
設

で
あ

る
。
而

し
て
其

の
革

命
は

ま
だ
終

っ
て
居

な

い
の
で

、
夫

れ
は
只
陸

業
者
即

ち
國

民

の
働

く
部

分
が
、
国
家

の
行
政
権

を
握

つ
セ
時

に
、
始

め
て
完
成
す

る
で

め
ら
う
。
此

の
目
標

に

進

む
第

一
歩

を
示
す

も

の
ば
、

手
入
百
十

七
年

の
公

債

に

し
て
、
実

れ
は
最

早
第
十

八
世

紀
流

の
野
蟹
的

仕
方

で

募
集

さ
れ
す

し

て
、
相
互

に
同
等

ざ
し

て
他
を
承
認

す

る
両
者

、
即

ち
政
府

ご
重
要
な

る
銀
行
家

の
階

級

ご
の
好

意
的
商

議

に
よ
り

て
、
起

さ
れ
π
の
で
あ

る
。

サ
ソ
、

シ
モ
ン
の
脛

濟
的
歴

史
槻

亡
爾
す
可

き
も

の
は

、
右

に
述

べ
し
庭

に
よ
り

て
、
察

せ
ら

れ
る
如

く
、
只

.

佛
蘭
西

の
雁
皮

に
就

て
、
.
粗
雑

な
考
察

を
加

へ
た
に
過

ぎ
な

い
が
、

し
か
も
階

級
形
成
及

び
階
級
闘
争

の
歴
史

に

よ
り

て
、
政

治
的
愛

動
を
説

明

せ

ん
ε
す

る
も

の
に
し
て
、
所

謂
唯
物

史
観

な
る
も

の
の
見
地
を

、
始

め
て
説
述



し
た
も

の
窪
し
て
㍗
大

に
注
意
す
可

き
償
艦

が
み

る

の
で
み

る
。

却
読
会
は
以
上
の
三
曹

於
て
、
.サ
・
、

・
㌻

の
砒
會
哲
學
の
理
論
的
蒙

思
想
を
大
禮
上
究
明
し
た
-恵

ふ
が
、
暴
れ
よ
b
更

に
彼
が
其
筈
の
基
本
思
想
を
實
際
に
適
用
し
て
、
彼
の
時
代
の
肚
會
思
想
に
加

へ
淀
挽
割
、

即
ち
彼

の
當
代
肚
會
思
想
挽
割
、
井
に
彼
が
改
造
さ
る
可
き
幣
束
の
泄
會
に
就
て
抱
け
る
理
想
、
即
ち
彼
の
肚
曾
理

想
及
び
之
を
實
現
す

る
爲
め
に
彼
の
立
て
た
・
政
策
酌
方
針
の

雇

を
、
簡
軍
に
説
述
レ

、
以
て
彼
の
肚
會
思
想

全
髄

に
.於
け

る
肚

會
連
帯

思
想

の
意
義

を
、

明
ら

か

に
し

た

い
ご
思

ふ
。

」

ラ四

サ

ン
、
シ
モ
ン
の
當
代
肚

會

思
想
批
捌

く

今
プ
ー
ル
ボ

ソ
王
朝
復
興
時
代
の
佛
國
の
政
治
的
耐
會
的
生
活

に
於
て
は
、
相
争
ふ
有
力
な
る
二
大
社
倉
的
政

治
的
思
潮
が
あ

っ
た
。
其

の

一
は
復
活
せ
る
蕾
封
建
主
義
及
び

カ
ト
リ
ッ
ク
敏
主
義
に
し
て
、
共

の
二
は
「
革
命
」
.

の
思
想
を
傳
承
す

る
自
由
主
義
で
あ
る
。
然
ら
ば

プ
ソ
、

シ
モ
ン
は
先
づ
此
等
の
二
大
思
潮

し
謝
し
て
、
如
何
居

る
態
度
を
ε

つ
て
居
尭
か
ξ
云
ふ
に
、
封
建
主
義
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
漱
⊥主
義
の
復
活
に
封
し
て
は
彼
は
左
の
如

く

に
考

へ
て
居
た
。

夫
れ
「
革
命
」
は
只
既
に
蹴
痺
せ
る
肚
會
的
構
成
物
を
破
壊
す

る
に
止
ま
り
、
確
乎
π
る
基
礎
に
立
て
右
何
等

.

.の
新
し
き
制
度
を
も
.建
設
し
な
か
っ
た
が
故
に
、
古

い
無
力
な
封
建
主
義
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
漱
主
義
が
復
活
す

サ
ン
、
.シ
モ
y
の
祉
會
改
造
哲
學
及
び
凪
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻

(第
一
號

七
九
)

七
仇

■



こ

サ
ζ

ζ

6

肚
會
改
造
哲
學
及
註

曾
羅

思
想

第
士
ハ
巻

(笙

號

八
Q
)

合

る
こ
ε
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
中
世
紀
的
な
肚
會
的
關
係
を
復
興
さ
せ
よ
う
ぜ
す

る
傾
向
は
」
確

か
に
紹
.て
め
方
面
に
於
て
破
壊
さ
れ
た
肚
會
的
生
活
關
係
を
、
再
び
組
織
し
編
制
せ
ん
ご
す

る
切
な
る
要
求
に

.

慮
す
る
も
の
で
あ
る
。
併

し
肚
會

の
獲
達
を
後
戻

し
、
其
の
大
勢

に
逆
行
し
て
、不
完
全
な
る
肚
會
組
織
を
持
綾

的
に
復
活

さ
せ
、
再
び
革
命
前
の
歌
態

に
於
て
肚
會
組
織
を
確
立
せ
ん
ご
す
る
は
不
可
能
で
あ
る
。
産
業
が
根

本
的
に
封
建
主
義
を
破
壊
せ
る
が
如
く
、
、科
學
は
根
本
的
に
ヵ
ト
リ
ソ
ク
漱
主
義

の
活
力
を
根
絶

さ
せ
た
。
さ

れ
ば
特
異
な
真
情

に
因

り
て
、
中
世
紀
的
文
化
力
が

一
時
復
活
す

る
こ
ε
が
あ

っ
て
も
、
金
々
前
進
す
る
新
し

き
二
大
文
化
力
邸
ち
産
業
ε
科
學
ε
は
、
遠

か
ら
ず
中
世
紀
的
文
化
力
を
全
然
駆
逐
す

る
で
あ
ら
う
。

右
に
述

べ
し
如
く
、
サ
ン
、

シ
モ
ン
は
封
建
主
義
及
び

カ
ト
リ
ッ
ク
激
主
義

の
復
活
は
、
只
特
定
の
事
情

に
因

り
て
起

れ
る
ほ
ん
の

一
時
的
現
象
に
過
ぎ
な
い
ご
考

へ
た
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
彼
は
自
由
主
義
に
就
て
は
如
何
に

汚

へ
把
か
。
彼
の
考

へ
の
大
要
は
左
の
如
く
で
あ
惹
。

夫

れ
自
由
主
義

の
世
界
史
的
使
命
は
、
先
づ
中
世
紀
的
勢
力
即
ち
封
建
主
義
及

び
ヵ
ト
リ
ソ
ク
漱
主
義

の
拘

束
か
ら
、
人
格
を
解
放
す
る
こ
・ヒ
で
あ

っ
た
。
而
し
て
自
由
主
義
は
今
や
、此

の
任
務
を
完
全

に
成
就
し
た
。
併
し

蕾
　肛
會
を
破
壊
す

る
肚
曾
約
諾
勢
力
を
、
調
和
的

に
機
展
す
る
生
活
共
同
艦

起
結
合
す
る

一
の
肚
會
的
組
織
の

創
造
は
、
自
由
主
義
が
其
の
本
家
の
性
質
上
遂
成
し
得
ざ
る
仕
事
で
あ
る
。
吐
く
て
自
由
主
義
が
勝
利
を
幌
す

る
今
日
の
耐
會
に
於
て
は
、
何
威

に
於
て
も
術
ほ
破
壊

の
精
神
が
支
配
し
、
文
學

に
於
て
も
哲
學

に
於
て
も
、



吾
人
は
只
破
壊
の
精
神

の
活
動
を
見

る
だ
け
で
め
る
。
而
し
て
利
己
.心
は
至
る
慮
に
至
勢
力
を
振
ひ
、
肚
會
は
、

総
て
の
統

一
的
な
、
秩
序
を
産
出
す
る
生
命
原
理
を
飲

い
て
、
只
混
沌
た
な
状
態
を
呈
す
る
だ
け
で
あ
る
。
併

し
是
れ
は
自
由
主
義
が
勢
力
を
振

ふ
當
然

の
結
果
で
あ
る
。
荷
ほ
自
由
主
義
の
中
堅
た
る
プ
ー

ル
ヂ

ヲ
ア
階
級

・

は
、
只
封
建
主
義
黛
の
政
治
的
勢
力
を
破
壊
し
て
、
自

か
ら
政
権
を
掌
握
し
、
文
勢
働
者
階
級
を
新
セ
に
己
れ

に
服
従
せ
し
め
る
こ
ご
の
み
を
目
的
ε
し
て
居
る
。
プ
ー
ル
デ
ヨ
ア
階
級
の
目
的
ざ
す

る
庭
は
、
つ
ま
り
封
建

的
勢
力
を
塵
倒
し
て
、
自
か
ら
政
権
を
握
り
、
労
働
者
階
級
を
塵
近
し
て
、
自
己
の
利
益
の
爲
め
に
彼
等
を
使

役
す

る
に
在
る
の
で
あ
る
。

サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
以
上
述

べ
し
如
く
、
.封
建
主
義
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
の
復
興
は
、
肚
會
進
化
の
大
勢

に
逆

.

行
ず

る
も
の
に
七
て
、
只
ほ
ん
の

一
時
的
な
現
象
に
過
ぎ
な
い
も
の
ε
考

へ
、
又
自
由
主
義
は
中
世
紙
駒
勢
力
か

ら
人
格
を
解
放
す

る
ε
云
ふ
重
大
な
る
使
命
を
有
し
、
又
其
の
使
命
を
今
や
完
全

に
遂
成

し
た
が
、
併
し
新

し
き

文
化
力
を
調
蒲
的

に
結
合
し
て
、
肚
會
を
根
本
的
に
改
造
し
、
確
乎
た
る
敢
會
組
織
を
建
設
し
て
、
更
生
せ
る
肚

會
を
創
.遣
す

る
力
を
内
本
來
有
し
な

い
も
の
で
あ
る
ご
考

へ
た
の
で
あ
る
。
吐
く
て
彼
は
自
由
主
義
の
世
界

史
的

効
績
を
十
分
に
承
認
す
る
`
同
時
に
其

の
缺
陥
を
も
深
刻

に
捕
獲
し
て
、
當
代
の
肚
會
的
茶
齪
の
責
を
之
れ
に
賺

し
、
又
封
建
主
義
及
び
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
の
復
興
運
動

に
於
て
現
は
れ
る
施

の
、
確
乎
た
る
肚
會
組
織
を
建
設
せ

ん
ε
す

る
要
求
の
正
賞
な
る
を
認
め
る
ε
同
時
に
、
其
筈

の
主
義
に
從
ふ
て
新

に
肚
會
組
織
を
確
立
せ
ん
こ
す

る

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
融
曾
改
造
哲
學
及
び
泄
會
涼
一曲田田四相
心

第
十
⊥ハ巻

(第
一號

八
一
)

八
一
.



N

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
[學
及
び
肚
曾
「連
帯
思
想

皿第
十
六
巻

(第

「
號

八
二
)

八
二

は
、
肚
會
進
化

の
大
勢

に
逆
行
す

る
も

の
に
し
て
、
到

底
成
就

さ
れ
難

き
企
圖

で

あ
る
こ

ε
留
痛

論
し
た

の
で
あ

る
。

然
ら

ば
彼
は
如
何

に
し
て
、
自

由
主
義

の
鞍

達

も
、
亦
封
建
主
義
及

び

カ
ト
リ
ッ
ク
主
義

の
復
活

運
動

も
、

-

其

の
性
質
上
本
來
成
就
し
難

き
砒
會

の
根
本
的
改
造

、
確
乎
た

る
更
生
肚
會

の
建
設
を
成
就

せ

ん
こ
し
た

か
。

サ

ツ
、

シ
モ
ン
ば
彼

の
新

た

に
立

て
た

一
圭
義

即
ち
後

に
彼

の
肚
會
主
義

ε
翻
せ
ら

れ
る
も

の
に
よ
り
て
、
之
を
企

だ

て
把
の
.で
あ

る
。

　五

サ

ン
、

シ

モ

ン
の
肚

會

主

義

の
出

獲

顯

(
.

`

①

今
サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
肚
會
主
義
は
近
世
肚
倉
主
義
史
の
初
代

に
於
け
る
他
の
肚
會
主
義
説

K
比
し
て
、

一
の
特

色
を
示
し
て
居
る
。
夫
れ
は
只
理
性
の
立
場

の
み
か
ら
耐
會
の
改
造
を
企
だ
て
、
而
し
て
徒
に
巧
妙
な

る
空
想
を

説
く
も
の
で
な
く
、
さ
き
に
述

べ
し
が
如
く
、
彼
の
實
謹
哲
學
或
は
肚
會
學
の
立
場
か
ら
し
て
、
近
世
肚
會
の
現

實
な
る
歴
史
的
獲
達
を
基
礎
ξ
し
、
.其

の
獲
達
の
大
勢

に
塞

い
で
肚
會
を
政
造
し
、
更
生
せ
る
肚
會
を
確
立
せ
ん

三
し
す

る
こ
ε
で
あ
る
。
而
し
て
彼
の
圓
熟
せ
る
肚
會
改
造
論
に
於
て
は
、
更
生
せ
る
祉
會

の
確
乎
た
る
基
礎

ご
な

る
可
き
も
の
は
、
先
づ
産
業
で
め
る
ε
考

へ
ら
れ
て
居

る
。
.要
す
る
に
彼
は
彼

の
云
ふ
虚

の
産
業
組
織
或
は
産
業

騰
系
を
以
て
、
更
生
せ
る
砒
會

の
基
礎
ε
な
さ
ん
ご
す
る
の
で
み
る
。
さ
れ
ば
此
威
に
彼
の
乱肌
會
主
義

の
基
礎
的

一
思
想
亡
し
て
先
づ
彼
の
産
業
の
概
念
を
究
明
す

る
こ
,し
が
肝
要

で
あ
る
ε
思
ふ
。



サ
ソ
、
.
シ
モ
ン
の
産

業

の
概
念

は
、
其

の
廣
義

に

於
て
は
甚

だ
包
括
的
な

も

の
に
し
て
、
其

の
中

に
は

工
業

、

商
業
及

び
農
業
を
含
む

の
み
な
ら

す
、
更

に
科
學
及

び
藝

術
を
も
含

ん
で
居

る
。
夫

れ
は

つ
ま
り
肚

會
的

に
有
用

な

る
仕

事
或

は
勢
働

の
全
艦
を
包

括
す

る
も

の
ざ
認

め
ら

る
可

き
で
あ
る
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
自
身

の
言
葉

に
よ
れ

ば

、

「
産

業

は
其

の
最
贋
義

に
於

て
は

、
有

用
な

る
勢
働

の
総

て
の
種

類
を
包
括
す

る
も

の

に
し

て
、
理
論

の
慮

用

ε
同
じ
く
理
論
其
物
も

、
.叉
手

の
勢
働

ε
同

じ
く
精
神

の
勢
働
を
も
含

む
も

の
で
あ

る
」
。
此
く

て
彼

ぽ
畢
者

は

「
理
論

の
産

業
者

」
に
し
て
、
直
接

の
生
産

者

は
「
慮
肘

の
學
者
」
で
あ
る

・し
云

ふ
て
居

る
。

サ

ソ
、

シ
モ

ン
が
此

の

如

く
廣
義

の
産

業

の
概
念
中

に
、
科
學

を
も
含
ま

せ

て
居

る
の
は
、

】
見
す

れ
ば
奇

異

に
戚

ぜ
ら
れ
る
が
、
併

し

.

近
世
産
業
殊

に
工
業

の
獲

達

ε
科
學

ε
の
問

に
、
甚

だ
密
接
な
或

は
不
可
離
的
な
關
係

の
存
す

る
こ
ご
を
考

へ
る

ご
、
彼

の
見

解
は
寧

ろ
彼

の
卓

見

を
示
す

も

の
ご
も

云
ひ
得
ら
れ

る
の
で
あ

る
。
荷

ほ
此
庭

に
注
意
す

可
き
は
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
が
新
文
化

力
、
即

ち
産
業

の
連
載
者

、

つ
ま
り
産

業
者

ご
認

め
る
も

の

Σ
中

に
は
、
労

働
者
を
も

含

ま
せ

て
居

る
こ
ε
で
あ

る
。

彼

の
考

へ
に
よ
れ
ば

、
産

業

の
連
載
巻

頭
は
産

業
者

ご
云

へ
ば

、
夫

れ
は
只
生
産

を
指
導
す

る
企
業
家

井
に
國
民

の
精

神
的
指
導
者

た

る
學

者
及

び
藝
術

家
を
含

む
だ
け

で
な
く
、
文
化

の
進
歩

の

矯

め
に
創

造
す

る
国
民

の
最
大

部

分
は
、
寧

ろ

「
激

育

の
程
度

の
最

ご
も
低

い
、
叉
最

ε
も
貧

困
な

る
人

々
」

に

於

て
成

立
す

る
の
で
、
其
筈

の
人

々
は
只
從
旙
的
な

る
仕

事
を
な
す

に
止
ま

る
が
、

し
か
も
阯
會
的

償
値

に
於

て

は
他

ε
同
等

の
地

位
を
有

す

る
も

の
で
め
る
。

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
肚
曾
連
帯
思
想

第
†
太
巻

(第

一號

八
三
)

八
三

■



「

サ
ン
・
シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
畢
及
び
肚
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻
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一
號

八
四
)

八
四

.

サ
ソ
、

シ

モ
ン
は
産
業

の
概

念
を
、
其

の
最
贋
義

に
於

て
は
右

に
述

べ
し
が
如
く

に
解

し
虎
が
、
併

し
彼

が
普

通

に
用

ひ
て
居

る
狭
義

に
於

て
は
、
産
業

ε
云

へ
ば

つ
ま

り
資
本

主

義
的
基
礎

の
上

に
立

て
る
、
大

工
業
を
意

味

し
て
居

る
の
で
あ

る
。
而

し
て
彼

は
近
世
国
民

は
人

な

る
産
業
肚

會

を
形
成
す

る
も

の
だ
考

へ
、
右

に
述

べ
し
狭

義

の
産

業
が
、
.肚
會

約
諾
勢

力
の
源
泉

ご
し
て
、

…
切

の
生
活
表
現

を

、
如

何

に
益

々
高
ま

る
度
合

に
於

て
貫
通

す

る
か
を
示
す
事

に
大

に
力
を
注

e
で
居

る
。
彼

の
考

へ
る
盧

に
よ

れ
ば
、
近
世
産
業

に
本

有
的
な
分
業

の
大
腰

蓮

は
、
現
代

の
肚
會

的
關
係
を

し
て
前

代
未
曾

有

の

㎜
特
質
を
獲

現

さ
せ
て
居

る
の
で
、

以
前

に
あ
b

て
は
人

々

は
個
人
的

に
相

互

に
依
存
す

る
事
大
な

り
し
が
、
今
日

で
は
此

の
個

人
結

合
は
大

に
緩

み
.
個
人
は
主

ε
し
し
て

集
團

に
依
存

し

て
居

る
。
叉
今
月
最

ざ
も
進

歩

せ
る
諸
国
民

に
あ
り

て
は
、
彼
等

の
政
治

的
關
係

の
類

似
は
、
彼

等

の
輕

濟
的
腰

達

の
類
似

に
依

て
産
出

さ
れ

て
居

る
。
.而

し
て
其
筈

の
諸
国
艮

に
於

て
、
肚
會
的
秩
序

の
墨

型

ε

な

っ
て
居

る
も

の
は

、
市
民
的
自
由

ざ
産
業

ε
で
あ

る
が
、
併
し
自

由

の
欲
求

は
産

業

の
獲
達

に
件

な

ふ
て
始

め

て
勃

興
す

る
の
で
.
.叉
只
産
業

の
腰
達

に
伴

ふ
て
の
み
自
由

は
普
及

し
、
確

立
し
得

る
の
で
あ

る
。
更

に
今
や
国

際
的

競
争

も
、
盆

拠
経
済
的

方
面

に
於

て
展
開
す

る
傾
向
が
現
は

れ

て
居

る
の
で
、
「
國
民
間

の
競

争
は

、
最
早
本

質

的

に
は
軍
事
的

で
な
く
、
圭

ε
し
て
産
業
的

で
あ

る
。」
吐
く

て

ヴ
ソ
、

シ
モ
ン
は

、
肚
會
経

済

ご
實
謹
科
學

ピ

が
國
民

的
串

幅

の
本
源

で
あ
る
の
で
、
封

建
主
義
及

び

カ
ト

リ
ッ
ク
主
義

は
、
其

の
優
勢
な

る
地

位
か
ら
、
、元
久

に
駆

逐

さ
れ
ね
ば
な
ら

澱
ピ
考

へ
た
。

要
す

る
に
サ

ソ
.、

シ
モ
ン
は

、
今
や
総

て
の
も

の
が
産
業

に
依

存

し
て
來

.



た
の
で
、
戦
争
其
の
物
も
産
業
に
依
頼
せ
す
ば
、
遂
行
さ
れ
得
な
く
な

っ
て
居

る
ε
考

へ
た
。
省

ほ
彼
は
廣
義

の

産
業
者
は
、

一
國
の
人
口
の
二
十
五
分
の
二
十
四
以
上
を
占
め
、
而
し
て

一
國
民
の

一
切
の
身
磯
的
、
精
神
的
及

び
道
徳
的
力
は
彼
等
に
基
因
す
る
も
の
な
る
を
思

へ
ば
、
産
業
者
の
利
害
は
国
民

}
般
の
利
害
に
し
て
、
叉
彼
等

は
趾
會
的
及
び
政
治
的
に
最

ご
も
韓
重
さ
る
可

き
も
の
な
る
は
、
明
白
で
あ
る
`
論
じ
て
贋

る
。

今
サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
現
代
の
文
化
力

ε
し
て
の
産
業
の
意
義
下
階

ふ
て
産
業
者
の
肚
會
的
重
要
を
、
右
に
述

べ

し
が
如
く
に
考

へ
π
の
で
あ
る
が
、
然

る
に
彼

の
時
代
に
於
て
は
産
業
君
は
其
の
乱
會
的
重
要
に
恋
ず
る
だ
け
の

政
治
的
権
力
を
認
め
ら
れ
て
居
な
か
つ
π
。
そ
う
し
て
サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
是
を
以
て
實

に
人
類
史

に
於
け
る

一
大

背
理
で
め
る
ε
考

へ
た
。
国
民
の

一
切
の
生
活
力
の
淵
源
た
る
階
級
が
、
只
歴
史
的
遺
物
に
過
ぎ
な
い
少
敵
の
貴

族

の
、
`
利
己
的
目
的

の
み
を
追
及
す
る
政
府
に
よ
り
て
、
政
治
上
全
く
支
配
さ
れ
て
居
る
ε
云
ふ
の
は
、
背
理

の

甚
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
無
智
な
迷
信
的
な
懶
惰
な
奢
侈
な
寄
生
虫
的
階
級
が
、
有
能
な
勤
勉
な
有
用
な
階
級
を

支
配
し
て
居

る
ご
孟
ふ
は
、
實

に
世
界
の
顯
倒
で
あ
る
。
此
く
て
サ
ン
、

シ
毛
ソ
は
産
業
者
、
生
産
者
を
畳
醒
さ

せ
彼
等
を
し
て
彼
等
の
　肛
曾
的
文
化
的
重
要
に
慮
す
る
政
治
的
勢
力
を
獲
得
せ
し
め
る
爲
め
に
、
大
に
奮
闘
し
た

の
で
あ
る
。

併
し
此
慮

に
注
意
す
可
き
興
味
あ
る

一
事
實
が
み
る
、
去
れ
は
彼
は
始
め
に
は
産
業
者
の
概
念
中
に
、
さ
き
に

述

べ
し
如
く
、
企
業
家
、
資
本
家
ε
共

に
勢
働
者
を
も
含
ま
せ
、
而
し
て
両
者
の
利
益
は
、
産
業
着
金
髄
の
利
益

サ
ン
・
シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
畢
及
び
肚
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻

〔第
一
號

八
五
)

八
五

'



サ
ン
、
シ
モ
ン
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計
一會
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口脇
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び
辞世
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思
想
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號

八
ムハ)

八
↓ハ

ε
し
て

一
致
す

る
も

の
ε
考

へ.て
居

た
が
、
後

に
は

殊

に
英

図

に
於
け

る
擬
態

に
鑑

み

て
、
両
者

の
利
益

の
衝

突

す

る
こ
こ
、
両
者

の
利
益

の

】
致

し
難

き

こ

ε

を

畳

っ

て
来

た
.
ε
云
ふ

こ

ε

で

あ

る
。

彼

は
始

め
は
勢

働

者

の
利
益
を
絞
取
す

る
も

の
は
、
只
封
建
的

反
動
階

級

の
み
で
あ

る
ε
考

へ
て
活

花

の
で
あ
る
が
、
併

し
後

に
は

企
業
家
も
亦
其

の
飽
く
麗
な

き
食

慾

複

彼
等

の
占

む

る
経
済
的
優

位

ε
に
よ
り
て

、
大

に
勢
働
者

の
利
益
を
絞

馭
す

る
傾
向

を
有
す

る
も

の
な

る
を
畳

つ
た
9
而

し

て
彼

は
遂

に
労
働
者
階
級

の
利
益

の
立
場

か
ら

し

て
、
耐

會

の
改
造

を
企
圖
す

る

に
至

っ
た
の

で
む

る
。
此

く
し

て
彼

の
社
倉

改
造
論
は
廣
義

の
肚
會
主
義

的

な
も

の

ご
な

っ

た

の
で
、
要
す

る
に
彼

の
肚
會
主
義
的
肚

會
改
造
論

は

、
彼

の
實

謹
哲
學
及

び
肚
會
學

を
最

ざ
も
根
本
的

な
基

礎

ε
な

し
、
而

し
て
近

代
肚

會

の
獲

達

に
於
け

る
産

業

及

び
産
業
者

の
根
本
的
重

要
の
思
想

、
#

に
産
業
盾
問

に
於

て
特

に
労
働
者
階

級

の
利
益
を
重
要
視
す

る
思
想
を

、
直
接

の
出
獲
黙

ε
し
て
構
想

さ
れ
た
も

の
で
あ

る
の
で
あ

る
。

励

磁

湿

翫

具
の
窺

の
纂

的
方
針
雇

却
脱
す
ソ
、

シ
モ
ン
は
将
家
の
肚
會
【、
更
生
せ
石
肚
會
は
如
何
に
あ
る
可
き
も
の
ε
考

へ
、
叉
之
を
實
現
す

る

爲
め
に
は
、
如
何
な
る
政
策
的
方
針
を

ざ
る
可
き
も
の
ε
考

へ
紀
か
、
即
ち
彼
の
肚
會
理
想
及
び
其

の
實
現
の

一
般

的
方
針
は
、
如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
か
ご
云
ふ
に
、
是
れ
も
簡
軍
明
白
に
答

へ
る
に
ぽ
甚
だ
困
難
な
問
題
で
あ

、



、

」

9

る
が
、
矢
張
り
諸
家
の
研
究
を
参
照
し
、
彼

の
著
作
を
校
合
し
て
、
出
家
る
だ
け
簡
明
に
説
述

し
て
見
よ
う
ε
思

ふ
。
而
し
て
之
れ
が
爲
め
に
は
自
由
主
義
の
根
本
的
二
原
理
、
即
ち
自
由
の
思
想
ご
財
産

の
思
想
に
封
ず

る
、
サ

.

ソ
、

シ
モ
ン
の
批
剣
か
ら
考
究
し
始
め
る
の
が
便
宜
で
あ
る
ε
思
ふ
。

・
サ
ン
、

シ
モ
ン
の
論
ず

る
庭

に
よ
れ
ば
、
當
時
自
由
主
義
の
主
張
す

る
が
如
き
個
人
的
自
由
は
、
.形
而
上
學
の

一
産
物
、
抽
象
的
な
る

一
思
想
物
に
外
な
ら
な
い
。
も

つ
ε
も
此

の
自
由
の
観
念
も
、
神
里
的
及
び
封
建
的
髄
系

が
、
新
文
化
力
た
る
産
業
及
び
科
學
の
獲
達
を
妨
害
し
て
居
た
時
代

に
は
、該
膿
系
を
破
壊

し
て
新
文
化
力
の
獲
達

を
助
長
す
る
爲
め
に
必
要
で
あ

っ
た
。
併
し
今
日
で
は
最
早
此

の
自
由
観
念
を
主
張
す
る
必
要
が
な
い
の
み
な
ら

す
、
今
日
の
肚
會
的
紫
観
は
實
に
此
の
自
由
観
念
に
基
因
す

る
庭
人
な
る
も
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
今
日
の
急
務
は

此
の
自
由
観
念
を
排
斥
し
て
、
眞
實
な
自
由
観
念
、
即
ち
肚
會
的
自
由
の
観
念
を
確
立
す
可
き
で
あ

る

の

で

あ

る
。
自
由
は
本
來
肚
會
射
幸
輻
を
齎
ら
す

一
手
段

に
外
な
ら
函
も
の
で
、
決
し
て
夫
れ
自
身
目
的
で
あ
る
可
き
も

の
で
な
,い
の
で
あ
る
9

、
個
人
的
自
由
は
決

し
て
人
間
の
共
存

の
目
的
で
め
り
得
な
い
。
夫
れ
は
交
明
の
結
果
に
し
て
、
文
明
ご
共

起
進

「

歩
す

る
が
、
併

し
決

し
て
交

明

の
目
的

で
は
な

い
の

で
あ

る
。
.人
間
は

個
人
的

に
自
由

で
あ

る
爲

め
に
相
團
結
す

る
の
で
あ
ろ
か
。
決

し
て
そ
う

で
な

い
。
野
蟹
人

に
就

て
見

る
も

濁
彼
等

は
狩

b
す

る
爲

め
、
戦
争

す

る
爲

め
に

團
結
す

る
が
、
.併

し
個
人
的
自

由
を
得

る
爲

め
に
團

結
す

る
の
で
な

い
。
蓋

し
若

し
個
人
的
自

由
を
得

ん
ε
す

る

サ
ノ
、
シ
モ
ン
の
肚
曾
改
造
哲
學
及
一ぴ
祉
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻

(第
一
號

八
七
)

八
七

'
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サ
ノ
、
シ
モ
ン
の
冠
雪
改
造
哲
學
及
び
肚
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻

(第
一
號

八
八
)

八
八

な
ら
ば
彼
等
は
團
結
す
る
よ
り
は
、
孤
立
し
て
居

る
方
が

一
層
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

一
定
の
作
業
目
的

が
、
.常
に
砒
會
的
行
動
の
指
導
者
ピ
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
然

る
に
「
自
由
」
は
決

し
て
か

、
る
目
的

ご
な
る
こ
ご
は
出
来
な

い
。
是
れ
「
自
由
」
は
肚
會
的
行
動
の
結
果
ε
し
て
始

め
て
生
す
る
も
の
に
し
て
、
決
し
て

其
の
出
獲
黙
及
び
終
極
黙
を
成
し
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。
眞
の
自
由
は
物
質
的
及
び
精
神
的
諸
勢
力
が
、
肚
會
全

罷
の
爲
め
に
有
益
な
る
獲
達
を
な
す
事
に
依
て
産
出

さ
れ
る
の
で
、
肚
會
的
活
動
が
反
勤
の
方
向
に
進

む
時
は
、

眞
の
自
由
は
常

に
最
ε
も
強
く
塵
迫
さ
れ
る
結
果
が
、
生
せ
ざ
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
。
而
し
て
今
日
見
る
が
如

く
に
、
無
意
味
な
形
而
上
學
的
自
由
観
念
が
、
肚
會
的
組
織
原
理
ε
し
て
用
ひ
ら
れ
ね
ば
な
ら

諏
巴
考

へ
ら
れ
て

居

る
以
上
は
、
全
艦
の
矯
め
に
有
益
な
る
物
質
的
及
び
精
神
的
諸
勢
力
の
獲
達
は
、
決
し
て
望
ま
れ
る
こ
ピ
が
出

家
ず
。
文
具

の
自
由
は
決
し
て
實
現
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
。
.人

々
が
分
業
の
.人
な
る
獲
達

の
矯
め
に
、
個
人
的

に

相
互
に
依
存
す
る
こ
巴
が
往
々
減
小
し
、
之
れ
に
反
し
て
集
團
現
象

に
依
存
す
る
こ
ご
が
盆

々
堆
大
す
る
今
日
に

於
て
は
、
個
人
的
自
由

に
基
づ
く
肚
曾
組
織
は
、
個
人
に
於
け
る
團
禮
の
作
用
を
妨
害
し
て
h
.個
人
の
孤
立
を
導
.

く
で
あ
ら
う
。
然
る
に
今
よ
く
組
織
さ
れ
た
る
肚
曾
的
鴨
系
の
明
白
な
る
特
性
ご
云

へ
ば
、
夫
れ
は
諸
勢
力
が
分

散
し
て
居
る
ε
云

ふ
こ
ε
で
は
な
く
し
て
、
肚
會
的
に
有
用
な

る
仕
事
を
逐
成
す
る
爲
め
に
ヤ
諸
勢
力
が
強
固

に

相
結
合
し
て
居

る
ご
云
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
而
し
て
只
科
學
的
及
び
産
業
的
騰
系
の
み
が
、
右
の
必
然
的
要
求
を
充

た
し
得
る
の
で
あ
る
。
術
ほ
此
の
騰
系
は
肚
會
の
進
化
、
肚
會
の
歴
史
的
獲
蓮

起
深
き
根
抵
を
有
す
る
も
の
に
し

.



,

て
、
近

き
將
來

に
於

て
必
然
的

に
實
現

さ

る
可

き
も

の
で
あ

る
。

叉
此

の
膿
系

は
自

か
ら
祉
會
的

自
由

を
産
出
す

る
の
で
、
.而
し

て
其

の
自
由
は
個

人
的

自
由

の
如
き

、
只
行
動

の
可
能
性

を
保

護
す

る
だ
け

に
過

ぎ
な

い
も

の
で

は
な
く

、
眞

の
肚
會

的
幸
福
を
保
護
す

る
も

の
で
あ

る
の
で
あ

る
。

ナ

ン
、

シ
モ
.ン
は

右

に
述

べ
し
如

く

、
.個
人
的
自

由

を
基

礎

ご
す

る
資
本
主
義

を
排
斥

し
た

が
、
併

し
此
庭

に

彼

の
見
解

に
就

て
、
.大

に
注
意
す

可
き

も
の
が
め

る
。
実

れ
鳳
彼

は
個

人
的
自

由

に
基

づ
く
資
本

主
義

を
、

オ

ー

ウ

ェ
ン
や
其

の
他

の
.ユ
ー
ト

ピ
ア

ン
の
如
ぐ

に
、
確

乎
不
攣

な

る
自
然

法
則

に
反
す

る
も

の

ε
は
考

へ
す

、
.値
入

を
束
縛
す

る
封
建

的
維
濟
組
織

に
封
し

て
、
其

の
存

在

椹
を
確
立
す

る
肚
會
進

化

の
必
然
的

一
節

或

は

一
階
段

で

あ

る
ε
認

め
た

こ
ε
で
め
る
。
而

し
て
此

の
黙

に
於

て
、
彼
は

マ
ー

ル
ク

ス
の
先
畳
音

ご
認

め
ら

る

可

き

で

あ

る
。
爾

ほ
資
本
主
義

の
概

念

も
、

一
般

K

マ
ー

ル
ク

ス
の
獲
見

こ
見
倣

さ
れ
て
居

る
が
、
足

れ
も

さ
き

に
述

べ
し

如
く
、
、
サ
レ

、

シ

モ
ン
は
彼

の
廣

く
産

業
者

ε
礪
す

る
も
の

、
中

起
、
企
業
家

、
資

本
家

の
利
害

ε
勢

働
者

の
利

害

ε
の
衝
突
を
蜆
被

し
た
時

に
、
・
獲
見

し
た
も

の
ε
云

ふ
こ
蓬
が
出
来

る
の
で
め
る
。
但

し
彼

は
右

の
利
害

の
衝

突

を
、
ま
だ
"』買
春
主
義

に
本

有
的
な
、
必
然
的

な
も

の
ε
考

へ
て
居

な

か

っ
た
事
は
、
彼

の
資
本
主
義

の
概
念

の

不
完
全
な

る
黙

で
あ

る
。

ア
ヅ
ソ
シ
ア
シ
　

ン

サ

ソ
、
シ
モ
ン
は
更

に
個
人
的
自
由

に
基

く
資
本

主
義

の
批

判

に
よ
b

て
、
肚
會
的
團
結
或

は
組
合

の
思
想

を
究

明

し
て
居

る
。
夫

れ
封
建
主

義
は
産
業

に
よ
b

て
破

壊

さ
れ
セ
が
N

併

し
夫
よ
り
し

て
出
現

せ
る
肚
會

状
態
は
、

ザ
ン
、
シ
モ
ン
の
討
會
改
造
哲
學
及
び
砒
會
連
帯
思
想

第
†
六
か

(第
一
號

八
九
)

八
九

■



9

サ
〈

シ
モ
あ

蕃

蓬

纂

及
び
祀
會
連
驚

想

早

春

(塾

、
九
9

九
〇

決
し
て
肚
會
理
想
を
實
現
し
て
居
る
ご
は
云
は
れ
な

い
.。
個
人
的
自
由

の
要
求
は
、
今
や
其
の
肚
曾
的
奴
果
を
失

な

い
、
労
働
者
階
級
は
之
れ
に
射
し
て
全
く
無
關
心

に
な

っ
て
居

る
。
是
れ
個
人
的
自
由
は
、
ブ
ー
ル
デ
ヨ
ア
階

「

級
を
大
に
利
金
し
て
居
る
が
、
凱
働
者
階
級
を
實
質
的

に
利
益
す

る
庭
が
な

い
か
ら
で
あ
る
、
而
し
て
労
働
者
階

級
の
爲
め
に
は
、
何
よ
り
も
第

]
に
彼
等
の
生
活
状
態
を
改
善
す
る
こ
ご
が
肝
要
で
あ
る
が
、
今
夫
れ
は
肚
會
的

琵
壊

に
進
み

つ
＼
あ
る
現
在
の
状
態
を
維
持
す

る
こ
ε
に
よ
り
て
、
決

し
て
到
達

さ
る
可
き
も
の
で
な
一
、
只
現

在
の
分
裂
し
つ
＼
あ
る
肚
會
的
要
素
の
無
規
律
的
作
用
を
抑
制
し
て
、
之
を

一
の
拘
束
状
態

に
導
く
庭
の
肚
會
的

團
結
球
は
組
合

に
よ
り
て
の
み
、
到
達

さ
る
可
き
も
の
で
あ
る
。
此
の
肚
會
的
團
結
成
は
組
合
に
よ
り
て
、
始
め

て
泄
會
的
或
は
産
業
的
自
由
が
實
現
さ
れ
る
の
で
、
而
し
て
其
の
肚
會
的
或
は
産
業
的
自
由
ε
云
ふ
は
、

つ
ま
り

仕

事
或
は
勢
働
に
よ
り
て
、

一
切
の
肚
會
的
階
段
或
は
地
位

に
達
し
得

る
可
能

性
が
、
各
人
に
與

へ
ら
れ
る
ε
云

ふ

こ
・し
に
於
て
成
立
す

る
・の
で
あ

る
。

「
各

人
は
其
の
出
被
疑
が
如
何

に
あ
ら
う
ご
も
,
国
王
の
地
位
を
除

い
て

の
外
は
、

一
切
の
肚
曾
的
存
在
の
第

一
位
に
達

し
得
る
で
あ
ら
う
、
而
し
て
各
人
は
只
彼
の
同
胞

に
有
益
で
あ
る

仕
事
に
よ
り
て
の
み
、
其

の
第

一
位

に
達
し
得
る
で
あ
ら
う
。
」

サ
ソ
、

シ
モ
ン
は
以
上
述

べ
し
如
風
、
自
由
主
義

の
根
本
的
原
理
た
る
自
由

の
観
念
、
及

び
之
れ
に
基
く
資
本

主

義
の
挽
割
に
よ
り
て
、
彼

の
肚
會
理
想
の
原
理
た
る
、
肚
會
的
自
由

の
観
念
及
び
肚
會
胸
囲
結
成
は
組
合
の
観

念
を
究
明
し
た
の
で
め
る
が
、
更
.に
自
由
主
義
の
他
の
根
本
的

一
原
理
だ
る
財
産
の
観
念
の
.鏡
割
に
よ
り
て
、
彼
.

島



の
肚
曾

理
想

の
他

の
原

理
を
究

明
し

て
居

る
。

、

夫

れ

プ

ン
.

シ
モ
ン
に
よ
れ
ば

さ
き

に
述

べ
し
如
く

、
財
産
法
は

根
本

法
で
あ

る
。
併

し
此

の
法

律
の
肚

曾
酌

量

畏
か
ら

し
て
、
此

の
法

律
」
何

等
の
製

化
を
も
加
ふ

可

き
も

の
で
な

い
ε
、
推
論

し
て
は
な
ら

楓
。
必

「嬰
な

る

こ
芭
は
、
財

産
關
係
は

法
径
的

に
規
定

さ
れ
ね
ば

な
ら

狙
ご
云
ふ
黙

に
し
て

、
決

し
て

一
定

の
財
産

法

が
永
久

に

維
持

さ
れ

る
ε
云

ふ
こ
ε
で
な

い
。
肚
會

の
存
在

は
常

に
財
産

椹

の
保
持

に
依
存
す

る
が
、
併

し
早

代

の
文

化
階

段

に
起
源

を
獲
す

る

一
定

の
財
産

法

に
、
常

に
依
存
す

る
ε
云

ふ
の

で
は
な

い
。
財
産

法
は
総

て
の
他

の
肚

會

現

象

ご
同

じ
く
、
絶

へ
す
攣
化

を
受
け
、
肚

曾
の
進

歩
的

鞍
達

の
事
貿

か
ら

し

て
、
諸

国
茂

は
其

の
肚

曾

制
度
を
時

代

の
要
求

に
適

合

さ
せ
る
椹

利
を
與

へ
ら

れ
て
居

る
の

で
あ

る
。
然

ら
ば
財
産
権
は
如

何

に
制
定

さ
る
可
き

か
。

財
産
権

は
国
民

の

一
般

的
利
益

の
増
進

に
有
用
な

る
も

の
で
あ
ら

ね
ば
な

ら
な

い
の
で
、
決

し
て
只

一
.　肛
會
階

級

の
利
益

の
爲

め
に

の
み
制
定

さ
れ
て
は

な
ら

函
。

「
個

人
的
財
産
椹

は
、
只
此

の
権

利

の
行

使

の
共

同
的
及

び

一

般
的

利
益

に
於

て

の
み
、
基
礎
附

け
得
ら

れ
る
。

而

し

て
此

の
共

同
的
及

一
般
的

利
益
は
、
時
代

に
從

ふ
て
攣

化

し
得

る
の
で
あ
る
,
」

「
財
産
は

其

の
所

有
者

が
夫

れ

を
、
出
来

る
だ
け
生
産

的
な
ら

し
め

る
可
く
顧

ま

さ

れ

る

様

に
、
構
成

さ
れ

ね
ば

な
ら

ぬ
。
」
而

し
て
工
業
的
財
産

は
今
日
既

に
右

の
主
旨

に
慮
す

る
様

、
組

織

さ
れ
て
居

る

が
、
農
業
的

財
産

は
そ
う

で
な

い
。

さ

れ
ば
農
業
的
財

産

の
改
造

は
今
日

の
急
務

で
あ

る
。
農
業
的

財
産

も

工
業

的
財
産

同
様

に
、
合
資
會
吐

の
形
式

に
從

ふ
て
確

立

さ
る
可
き
も

の
で
、

工
業
者

が
資

本

の
所
有
者

で
は
な

く
し

サ
ン
、
シ
モ
ン
の
融
會
改
造
哲
畢
及
び
肚
會
連
帯
思
想
.

第
十
⊥ハ巻

(第

一號

九
一
)

九
}

.



サ
く

シ
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耐
會
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造
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肚
會
連
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窓
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二

て
、
し
か
も
自
由

に
叉
自
己

の
危
険

に
於
て
、
之
を
運

用
す

る
ε
同
様

に
、
農
業
者
も
土
地

の
所
有

者

で
な
く

し

て
、
自
由

に
叉
自

己
の
危
険

に
於

て
、
之
を
運
用
す

可

き
も
の
で
あ

る
。
要
す

る

に
ナ
ソ
、

シ

モ
ン
は
個
人
的
財

産

或
は
私

有
財
産

を
磨
止

せ
ん
ε
す

る
よ
b
は
、
寧

ろ

之
を

】
般

に
普
及

さ
せ
よ

う
ざ
し
た
の

で
あ

る
。
併

し
土

地
及

び
資
本

に
聞

し
て

は
、
叉
集
産
主
義

の
方
向

に
進

み

つ
》
あ

っ
だ

ε
云

ひ
得
ら

れ

る
。

何

れ
に
し
て
も
彼

は

「
財
産
及

び
財

産
所
有
者

の
愈
重
」
の
原
則

よ
り
は

、
「
生
産

及

び
生
選
者

の
尊
重
」
の
原
則

の
方

が
、
瓶
會

に
謝

し

て
遙

か
に
有
益

、
有
効

で
あ

る
ざ
考

へ
た

の
で
あ

る
。

却
説

サ

ン
、

シ
モ
ン
は
自
由
主
義

の
二
原
理

、
即
ち

近
代
　肛
曾
組

織

脚・根
本
原
理

に
就

て
、
以

上
述

べ
し

が
如

き
批
刎
的

考
察

を
加

へ
、
又
夫

れ
に
よ
り
て
彼

の
肚
會

理
想

の
根
本

方
針
を

示
し
た
の

で
あ

る
が
、
今
彼

が
積

極

的

に
叉
包
括
的

に
肚
會

理
想
或

は
將
來

の
肚
曾

組
織

ε

し
て
樹

立

し
た
も
の
は
、
即

ち

さ
き
に
も
述

べ
し
如

く
産

業
.

的
肚
會
或
は
産
業
骸
系

の
観
念

で
あ

る
。

サ

ソ
、

シ
毛
ソ
に
よ
睡
ば

、
産
業
鴉
系
或

は
産
業

的

肚
會
組
織
は

、

さ
き

に
述

べ
し
如
く

、
肚
會

進
化

の
自
然
.

的
法
則

に
從
ひ
、
今
後

必
然
的

に
實

現
さ
る
可
き
も

の
で

あ
る
。
.而

し

て
此

の
肚
會
鴉

系
に
於
て
は
、
先

づ
其

の
.

根
本
係
件

ε
し
て
難
権
頭

は
精

神
権

(δ

い
2
<
o
π

3℃
鑑
で
oご

ε
俗
権
或

は
政
治
擢

(℃
。
=
く
。
圃「
叶Φ
日
℃
。
「①
ご

ざ
が

劃
然
匠
別

さ
れ
て
、
前

者
は
糾
學
者

に
よ
り

て
行

使

さ
れ

、
後
者

は
産
業
者

に
よ
b

て
行

使

さ
れ

る
こ
嬉
、
即

ち

當
代

の
状
態

に
於

て
見

る
が
如

く

に
「
政
治

擢
が
時
代

後

れ
な
無
能

な
貴
族

や

法
律
家

に
よ
り

て
、

叉
精
神

灌
が
、

`



.

同
様

に
無

能
な
僧
侶
や
　久
士

に
よ
り
て
、
行
使

さ
れ
る

の
で
な

く
、
両

者
共

に
夫

れ
み
、
世

界
史
的

に
其

の
任
務

を
蠢
く
す
可

き
、
堪
能

な

る
科
學

者

ε
産
業
者

ε

に
よ

り

て
行

使

さ
れ
る
こ
己
が
必

要

で
あ

る
。

次

に
此
肚
會
騰
系

に
於
て
は

、
総

て
絃
産
業

に
依

て

、
.又
産
業

の
爲

め
に
遂
成

さ
れ

る
で
め
ら

う
。
　肛
會

は

一

工
場
ざ

し
て
組
織

せ
ら

れ
、
各
成

員

に
実

れ

そ
れ
出

京

る
だ
け
人
な

る
安
寧

ざ
幸

嘔

ご
を
與

へ
る
を

目
的
ご
す

可

き
工
業
的
企
業

の

一
種

で
あ

る
コ
.物

質
的
利

霊
域
は
生

産
は
何

よ
b
も
第

一
に
肝
要

で
あ
る
。
産
業

者
階
級

は
基

本
階
級
、
肚
會

全
膿
を
養

ふ
階

級

に
し
て
、
此
階

級
な

く
ば
何
れ

の
他

の
階

級
も
存
続

し
な

い
で
あ

ら
う
。

.

次

に
此

の
砒
會
騰
系

に
於

て
は
、
手

の
勢

働
以
外

の
何
等

の
他

の
生
存
手
段

を
も
有

し
な

い
肚
會

階
級

の
運
命

を
改
善
す

る

こ
ε
が
、
其

の
主

要
任
務

ご
認

め
ら

れ

る
で
あ
ら
う
。

人
類

の
歴
史

的
獲
達
を
概
観
す

を
ご
、
従
来

人
類
は

二
階
級

に
分
走
れ
、
其

の
人
数

の
甚

だ
僅

小
な

る
階
級

が
、

國
氏

の
大
多

撒

を
占

め
る
階
級

を
支
配
す

る

爲

め

に
力
を
轟

く
し
、
而

し
て
後
者

は
前
者

に
反

劃

せ
ざ

る
を
得

な

く
な
り

て
、
其

の
力

の
人
な

る
部
分
を
、
前
者

に

封
ず

る
闘
争

の
爲

め

に
費

し
て
居

る

こ
ε
を
見

る
の
で

め
る
。

然

る

に
此

の
.勢

力
浪
費

に
.拘

ら

す

、
人
類

は

少

な
一
も
交

明
國

に
於

て
は

、
安
寧
幸
稿

の
大
な
る

一
階
段

に
達

し

て
居

る
が
、
今
若

し
人
類

が
相
互

に
他

を
歴

遣

せ

ん
ε
す

る
傾

向
が
止

み
、
之

れ

に
反

し

て
相

合
致
協
力

し
て
、

一
般
的

幸
輻

の
爲

め
に
自

然
を

利
用

せ
ん

ご

努
力
す

る
な
ら

ば
、
.文
化
は
質

札
驚

く
可
き
進
歩

を
な
す

で
あ
ら

う

。
而
し

て
新

し
き
肚
會
艦

系
、
産
業
膿

系

は

ま

さ

し
く
此

の
驚

く
可
き

文
化

の
獲
達

を
成
熟

さ
せ
.る
可

き
も

の
で

あ

る
。

此

の
祉
曾
膿

系

に
於
て
は

、
.無

産
者

サ
y
、
ジ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
肚
會
連
帯
恩
怨

第
十
六
巻

へ第

一號

九
三
)

九
三



仙ワ
y
、
シ
モ
ノ
の
乱胆會
改
血旭哲
學
及
び
温肌
合且
避
帯
出心想

笛
川十
⊥ハ巻

(第

「
號

九
四
日)

九
四
一

は
肚
會
的
自
由

の
原
理

に
基

づ
き
、
從

來
彼
等

が
受

け

蘇
れ

る
墜
追

か
ら
解
放

さ
れ
、
肚

員
或

は
組

合
員

ご
し
て

取
扱
は
れ

る
で
あ
ら

う
。
新
肚
會
艦
系

は
小
敷

看

の
特

別
の
利
益
を
圓

る
爲

め
で
は
な
く

、
多
数
者

の
利
益

の
爲

め
に
成
立
す

る
組

合
或

は
團
結

で
あ

る
可
き

で
あ

る
。

次

に
此

の
肚

曾
騰
系

に
於
て
は
、

一
階
級

が
他
.の
階

級
を
支
配
す

る
ε
云

ふ
こ
ε
は

、
全
然

塵
止

さ
る
可

き
で

あ

る
が
、
併
し
肚

會
的

事
實

の
規
制
は
矢
張

り
行

な

は
れ

る
、
否

な
夫
れ
は
甚

だ
肝
要

で
あ

る
の
で

め
る
。
耕
殖

會
燈

系

に
め
b
て

は
、
肝
要
な

る
は
政
治

或
は
統

治
の
形
艦

で
は
な
く
、
行
政
能

力
で
あ

る
.
此
威

で
は
統

治
禮

系

は
屡
止

さ
れ
て
、
行

政
禮

系
が
確

立

さ
れ
、
人
間

が
入
間

を
支

配
す

る
こ
ε
が
止

み
、
人
間

が
財
物

を
管

理
す

る

こ
・こ
が
肝
要

ε
な

る
。

何
等

の
権

利
も
世
襲

さ

れ
な

い
威

で
、
行

政

の
権

利
は
個
人

の
能
力

に
依

っ
て
定

め
ら

れ
、
此

く
て
公
共

的
政
策

の
遂

行
は
最
適
任
者

に
托

さ
れ

る
で
あ
ら

う
。

而

し
て
其

最
適
任
者

は
科
學
者
及

び
産

業

者

に
於

て
見
出

さ
れ
る

で
あ
ら

う
。
要
す

る
に
新
肚

曾
膿
系

に
於

て
ぽ
、
肚
會

の
指

導
脛
瞥
は
智
者
及

び
有
能

者

に
委
任

さ
れ
、
結
局

科
學
が
肚

會

を
統
率

し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
の
で
あ

る
。

終

り

に
肚
會

が
産
業

的
基
礎

に
於

て
組
織

さ
れ

る
ε
、
相
敵
対
す

る
國

艮

ε
云

ふ
も
の
は

、
最
早
存
在

し
得
な

く
な
り
、
過
言

の
遺
物

だ

る
戦

争
軍
隊
等
は

全
く
消
失

す

る
。

而
し

て

一
切

の
歓
洲

諸
国
民

は
相
国

結

し
て
軍

一

な

る
国
民
を
形
成

し
、
其

の
中

に
於

て
各

團
膿

は
出

來

る
だ
け
多
く

生
産
す

る
矯

め
に
働

く

で
あ
ら
う
。

夫

れ

は

サ
ソ
、

ピ

ェ
ル
や

ア

ン
リ
第
四
世

の
夢

み
だ
る
永
久
李

和

で
あ

る
。

併

し
.彼
等

の
夢

ε
は
根
本
的

に
異
な

っ
て
居



る

ご
云
ふ

の
は
、
夫

れ
は
歴
史
的
進

行

に
よ
り
て
必

然
的

に
到
達

さ
る
可

き
實

讃
的

な

も
の
で
あ

る

か

ら

で

あ

な
。
而

し
て
か

、
る
歌
洲

的
團
結

に
於

て
は
、
欧
洲

的
義

務
が
威

ぜ
ら
れ
、
鰍
洲
的
紐

帯
が
成

立

し
、
総

て
の
隊

洲

国
民

の
苦
し

め
ら

れ
て
居

る
害
悪

に
謝
し

て
、
欧

洲
的
救
済

法

が
行

な
は
れ

る
で
め
ら

う
。
要
す

る
に
人
間
愛

人
道
主
義

は
、
隊
洲

に
於
け

る
普

遍
的
敏
説
及

び
国

民
的
生
活

の
原
理

ピ
な
.り
、
盲

目
的
な
偏
狭

な
愛
.國
心
は
絶

滅

さ
れ

る
で
あ
ら
う

。

.

今

サ

ン
、

シ

モ
ン
は
右

に
述

べ
し
が
如

く
に
、
耐

曾
理
想

を
立
脱
す

る
ひ
ご
に
あ

り
て
、
現
貴

主
義
的
、
進
化

史
的
肚
曾

主
義

の
創
造
者

ざ
.な

っ
た

ε
云
ひ
得

ら
れ

る
の
で
、
彼

は

オ
ウ

エ
ソ
や

プ
リ

エ
ー
の
如

く
、
只
唯
理
主

義
的

に
考

へ
、
.小

さ
き
共

同
生
活

圏
禮

の
建
設

を
以

て
、
勢
働

者
階

級

の
解
放

の
基
本
條
件

ざ
な

さ
ん
ざ
す

る
の

で
は
な
く
、
資

本
主
義

が
肚

會
主
義

射
精
稗

に
於
て
大

に
獲

達
す

る
こ
ε
を
以

て
、
其

の
基
本
條

件

ε
な

さ
ん
ご

す

る
の

で
あ

る
。
而

し
て
此

の
重
要
な

る
理
論
的
見
地

に
於

て
、
彼

は
叉

マ
ー
ル
ク

ス
の
先
覚
者

で
あ

る
の
で
、

余

は
暴

れ
ま
で
も
時

々
指
摘

せ

る
如

く

、

マ
ー

ル
ク

ス
は
彼

の
唯

物
史

観

に
於

て
、
叉
肚

會
主

義

に

於
.
て
、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
か
ら
學

べ
る
庭

は
甚

だ
多

い
の
で
、
眞

に
深
く

マ
ー

ル
ク

ス
説
を

理
解

せ
ん
ε
す

る
も

の
は

、

一
方

に

於

て
は

へ
ー
グ

ル
左
蕪

の
唯
物
圭
義

哲
學

の
獲
達

を

研
究

せ
ね
ば

な
ら

諏
蓬
同
塒

に
、
叉
他
方

に
.於
て
は
先

づ

サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
思

想
を
研
究

ぜ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ

る
。

術

ほ

サ

ソ
、

シ
モ
ン
は
、
早
代

の
唯
理
主
義

的
肚

會
主
義

者

の
如

く
、
将

家

の
肚
會

組
織

の
脛
濟

的
基
礎
を
、
農
業

に
於

て
求

め
す
、

工
業

に
於
て
求

め

た

こ

.し

サ
ン
、
ジ
祀
ン
の
甦
會
改
造
哲
學
及
び
耐
雪
連
帯
思
想

第
十
六
巻

(第

…號

九
五
)

九
五



サ
ソ
、
ン
モ
ン
の
飛
禽
改
造
哲
學
及
び
↓肛
會
連
帯
思
想

第
十
六
巻

(第
一
聡

九
⊥ハ)

九
六

は
、
又
近
代
肚
會

思
想

の
獲
蓮

上
大

、に
注
意
す

べ
き
黙

で
あ

る
。

却
説
余

が
以

上
述

べ
し
庭

は
、

サ
ソ
.「
シ
モ
ン
の
思
想
を
、
主

ε
し
て
其

の
實
謹
的

理
責
主
義

的
方
面

に
於

て

考
究

し
た
も

の
で
め

る
が
、
併

し

サ
ソ
、

シ
毛
ソ
は

夫

れ
に
よ
り

て
直

ち
に
推

察

さ
れ

る
ほ
こ
、
實
謹

的
、
現
實

主

義
的

な
思
想

家
で
は
、
決

し
て
な

か

っ
把
の
で
、

彼
は
寧

ろ
本

來
理

想
主
義

雨
域
は

容
想
的

ユ
ー
ト

ピ
ア
的

な

思
想
家

で
あ

っ
た
の

で
あ

る
。

さ
れ
ば

以
上
述

べ
來

り

し
彼

の
實

謹
的
現
實
主
義
的

な
思
想
も
、
彼

の
著
作

に
於

て
は
大

に
空
想
的
思
想
を
混

じ
て

.
或
は
少
な

く
も

空
想
的

な
気

分
に
包

ま
れ

て
説
述

さ
れ
て
居

る
の
で
あ

る
。

終

b

に
余

は
、

サ
ソ
、

シ
モ
ン
が
彼

の
肚
會

理
想

を
實

現
せ

ん
一じ
す

る
政
策

的
方
針

の
、
甚

だ
興
味
あ

る
、ご
思

は
れ
る

一
方

面

に
就

て
少

し
く
考
察

し
た

い
ε
思

ふ
。

サ

ソ
、

シ

モ
ン
は

さ
き
に
述

べ
し
如

く
、
産

業
が
益

々
獲
.

達

し
、
而
し
て
政

権

が
産
業
者

の
手

に
締
す

る

こ
ご

に
よ
b

て
、
新
肚

曾
禮
系

が
確
立

さ
れ
て
摩

る
の
で
、
此

ズ

て
肚

會
改
造
策

の
根
本
義

は
、
産

業

の
獲
達

に
律

な

ひ
、
俗
権
或

は
政
治

椹
を
貴
族

及

び
法

律
家

の
手

か
ら
、
叉

雛
椹
或
は
精

紳
権
を

僧
侶
及

び
文
士

の
手

か
ら

取
り
去

り

て
、
両
者
を
堪
能
有

爲

の
人

々
、
即

ち
科
學
者
及

び
産

業
者

の
手

に
委
任
す

る

に
在

る
埴
考

べ
た
の
で
あ

る
。
而

し
て
彼

は
産
業

者
階

級
は

企
業
者

、
資
本

家
即

ち

プ

ー

ル
デ

ヨ
ア
階

級

ε
勢
働
者
階

級
或
は

プ

ロ

レ
タ

リ
ア
階
級

と
か
ら
成
立
す

る
が
、
両
君

の
利
害
は
両

者
共

に
産
業

者
我
は
生
産
者

で
め
る
が
故

に
、
瀬
惰

、
.無
能

臆
し

て
し
か
も
政

権

の
掌

握

に
よ
り
て
、
産

業
者

の
利
盆

を
掠

奪

す

る
貴
族
階
級

に
謝
し

て
、
相

一
致
し
て
居

る
ご
考

、へ
た
。
あ

っ
ε
も
彼

も

さ
き

に
述

べ
し
如
く

、
後

に
ば
殊

に

、



英
國

の
状

態
に
鑑

み
て
、
企
業
者

ε
勢
働
者

ご
の
利
益

の
衝
突

を
畳

り
、
資
本

主
義

の
本
有

の
傾
向

を
蜆
仮

し
た

が
、
し

か
も
結
局
夫

れ
は
企
業
家

が
自

己
の
世

界
史
的

使
命
を
自
畳

し
な

い
が
爾

め
で
め

る
ε
解

し
把

ε
思
は
れ

る
。
吐
く

て
彼
は

一
切

の
束
縛

か
ら
、
人
類

ケ
解

放
す

る
懸
史
町

使
命
を
帯

び
、
其

の
實

現

の
機
關

ε
な

る
も

の

は
、
企
業
家
有
産
者
階

級

で
あ

る
ご
考

へ

叉
彼

等
を

七
て
此

の
使
命
を
自
畳

5
せ
る

こ
ε
が
馬
長

己
も

肝
要
な

事

で
あ

る
ε
考

へ
た
の
で

・
る
。
而
し

て
彼
は
時

に
は

肚
曾
爾

君
主
主
義

、
即
ち
君
主
が
其

の
絶

射
的
権
力

を
以

て
、
新

し

き
世

界

、
新
乱
會
騰

系
を
實

視

て
可

き

で
あ

る
ざ
云

ふ
主
義

を
唱

へ
だ
こ
ε
も

あ

る
。

さ
れ
ご、
彼

が
常

に
最

ご
も
重
要
親

し
π

の
は
企
業
家

で
あ

る
。
彼

は

企
業

家
が
國

民

の
高
荷
な

.
賢

明
な
楷

導
者

ε
な
り
、
勢
働

者

に
信

服

さ
れ
、
勢
働
者

を
統

率

し
て
以

て
新
肚

曾
能

系

を
賀

現
せ

ん
こ
蓬
を
望

み
、
企
業
家
が
「
産
業

の
英
雄

」

ご
な
り
、
勢
働

者
階
級

を

一
切

の
階

級
支
配
の
桎
梏

か
ら

解
放
す

る
矯

め
に
、
没

我
的

に
全

力
を
蓋

く

さ
ん
ご
ξ

を
熱
望

.し
た
の
で
あ
る
。

寄

す
ソ
、

シ
モ
ン
の
時
代

に
於

け

る
勢

働
者
階
級

の

状
態
を
顧

み

る
ご
、

さ
き

に
述

べ
し
如

く
彼

等
は
全
く
無

智

、
無

力
の
状

態

に
沈

略
し
て
居

だ

の
で
あ

る
か
ら

、

サ

ソ
、

シ
モ
ン
が
勢
働
者

階
級

が
夫

れ
自
身

に
、
解
放

の

力
を
藏

有
し

て
居

る
こ
ご
を
観

被
し
得
な
か

っ
た

の
は

、
敢

て
怪

む

に
足

ら

沌
。
如

何
に
鋭

き
洞
察

力
を
具
有
す

る

思
想
家

に
あ
b

て
も

、
之
を
観

被
す

る
に
は
、
勢
働

者
階
級
が
少

な
く

も

マ
ー

ル
ク
ヌ
の
時

代

に
於

て
見

る
が

如

巷
程
度

ま
で
、
進

歩
し
て
居

15
け
れ
ば

な
ら
な

い
己
思
は

れ

る
。

更

に
假
令

サ

ン
、

シ

千
ソ
の
解
す

る
が
如

ぎ

.

サ
く

シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及
び
砒
會
連
帯
思
想

第
十
六
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九
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意

味

に
て
、
プ

ー

〃
ヂ

ヨ
ア
階

級
が
勢
.働

滑
階

級

の
解

放
に
謝

し
て
、
重

大
な

る
意
義

を
有

し
な

い
ε
し
て
も

、

し
か
も
余

は
勢
働
者
階
級

の
健
實

な

る
獲
蓮

の
上

に
、
自
畳

せ
る
或

は
人
遣

主
義

猜
榊

の
獲
達

せ

る
資

本

塚
が
暴

れ
ま

で
に
實
際

上
貢
献

せ
る
庭

は
決

し

て
少

々
で
な

い

ご
信

ず

る
の
で
あ

る
。
何

れ

の
國
氏

に
あ
り

て
も

、
勢
働

者
階
級

が
健
實

な

る
獲
達

を
な
す

に
は
、
殊

に
共

の
早

代

に
あ
b

て
は
3
樹
畳

せ

る
或

は
人
道
的
精

神
の
獲

達
せ

る
企
業
家

、資

本
家

の
助
力
或

は
協
.働
は

、
必
要

な
る

一
條

件
で
あ

る
ε
思
は

れ
る
ゆ

さ
れ

ざ

サ
.ソ
、
シ
モ
ン
の
老

へ
る
如
く

に
勢
働
者

階
級
、
つ
ま

り
は
人

類
全
艦

の
健

實

な
、
完

全
な
解

放
を
實
現
す

る
中

一6
的

機
關

の
任
務

を
、

企
業

家
階

級

に
望
む
は

、
根

本
的

に
室
想
或

は
妄

想
で

あ

る
ε
云
は

ね
ば

な
ら

諏
。
而

し
て

ヴ
ン
、

シ

モ
ン
は
か

、
る
空
想
を
抱

い
て
居

把
こ
ざ
は
、
彼

は
}』買
本
主
義

の
精
…瀞
.

ブ
ー

ル
デ

ヨ
ア
暗

線

の
心
理
を

、
ま

だ
充

分
に
よ

く
理

解

し
て
居
な

か

っ
た
読

振
で
あ

る
ε
、
察

せ
ら

れ

る
の
で
あ

る
。
資

本
主
義

の
精

碑
、

ブ
ー

ル
ヂ

ヨ
ア
階

級

の
心
理

を
、

深
く
充

分
に
理

解
す

れ
ば
、
勢
働
者
階
級

の
完

全
な

る
解
放

は
、
所
詮

労
働
者
階
級
自

身
の
健

實
な

む
腰

蓬

ご
、
熱
誠

な
人

道
的
.努

力
注

に
よ
る
に
非
ら
す

ば
、
壁

ま
れ
難

き
も
の
で

め
る
こ
ご
は
、

明
白

で
あ

る
ε

思
は

れ
る
。

而
し

て
サ

ン
、

シ

毛
ソ
も
最

晩
年

に
は
、

勢
働
者
階

級

の
眞
實

の
改

善
を
、
企
業
家

の
努

力

に
求

め

る
こ
ε
の
、
.甚

だ
困
難

な

る
を
畳

っ
て
来

た
ご
察

せ
ら

れ

る
が
、
併
し
共

の
場
合

に
も
、
彼
は
術

ほ
勢
働

者
自
身

の
活

動

に
着

目
す

る
こ
ε
が
出

來
な

か

っ
陀
程

、
彼

の

時
代
の
勢
働
者

は
無
智

、
無
力

で
あ

っ
把
の
で
あ

る
。
此

(
て
彼

は
遂

」
、
彼

が
是
れ
ま

で
實

鐙
主
義
者

ε
し
て

極
力
排
斥

し
来

れ

る
崇
敷

の
力

に
訴

へ
て
、
.企
業
家

湘
プ



1

押
デ

ヨ
ア
暗

殺
の
人

道
的

覧
醒
を
圖
ら

ん
`
し

た
.の
で
あ

る
ε
、
余

は
考

へ
る
の
で
、
彼

が
最
晩
年

に

「新

基

督
教
」
(
Z
9
箋
爵
⊆
畠
「幹
口
口
♂
日
ω)
.を
唱

へ
た
眞

怠
ほ
、
其

庭

に
め
る

`
推

察
さ
れ
る

の
で
め

る
。
.此

庭
に
は
最

早
特

に
サ

ソ
、

シ
.モ
ソ
の
新

基
督
漱

に
就

て
述

ぶ

る
鯨

目
は

な

い
か
ら
、
叉
彼

の
思
想

の
此

の
方
面

は
、
.彼

の
死

後

、
殊

に
彼

の
門

}
生

に
よ

り
て
獲

達

し
た

の
で

、
次

の
論

ズ
に
於

て
サ

ソ
、

シ

歪
ソ
振

の
肚

曾
哲
學

を
論
究

す

る
場

合

に
、
之
れ

に
論

じ
及

ば
そ
う

ε
思

ふ
か
ら

、
、
只

簡
単

に

帖
盲

ず

を
だ
け

に
止

め
心
が
、
要
す

る
に

プ

ソ
、

シ
モ
.ソ
は
基
督
教

の
隣

人
の
愛

の
激

を
修

正

し
、

而

し
て
奮

踊
音

の
如

く
禁

獄
主
義

や
隠
遁

主
義

に
終

る

こ
ご
な

く
、
生

の
悦
び
の
最
高
上

に
導
き
、
又

総
て
の
人

間

の

一
致

和
合
、
及

び
夫

れ
よ
b
生
す

る
総

て

の
人
聞

の
幸
福

の
世

界

に
、
現
吐
會

を
改
造

せ

ん
ざ
す

る
勢
働

の
新

脳
音
を
説

い
て
、

以
て
企
業
家

を
し
て
人
類
解

放
の
世
界

史

的

大

使
命
を
遂
成

せ
し
一め
ん
ご
し
た

の
で
あ

る
。

サ

ソ
、

シ
モ
ン
の
肚

曾
哲
學

に
就

て
、
以
上
稍

々
詳

し
(
論
述

し
來
れ

る
庭

に
よ
り

て
両
夫

れ
が
大
革

命
後

の

佛
國

に
於
け

る
砒

會
連
帯
思

想
の
獲

還

に
謝

し
、

如
何

に
貢

献
す

る
庭
大

な
り

し

か
は
、

明
ら

か

に
學

び
得
ら
れ

る
ε
思

ふ
が
、
余

は
是

れ
よ
り
彼

の
影
響
を
受

け

て
獲

達

せ
る
、

コ
ン
ト
の
肚

曾
哲
學
及

び
糺肌
會

連
帯
…思
想

の
考

察

に
移

る

に
先

だ
ち
、
荷

ほ
少

し
く

サ

ソ
、

シ
モ

ン
派

に
於
け

る
祉
會
哲

學
殊

に
魅
會
連

帯
思

想

の
獲

達
を

、
.次

の
論

文
に
於

て
考
究
す

る
こ
ε
、
す

る
。

(完
結

)

サ

ン
、

シ
モ
ン
の
肚
會
改
造
哲
學
及

び
計
　會
連
帯
恩
怨

第
十
六
巻
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一
號

九

九
)

九
九

」
「


